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協
働
に
よ
っ
て
期
待
で

き
る
こ
と

○１
 

多
様
化
す
る
区
民
ニ
ー
ズ
に

は
、
公
平
・
均
一
的
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
中
心
と
し
て
行
う

行
政
や
利
潤
の
追
求
を
基
本
と

す
る
企
業
で
は
、
十
分
な
対
応

は
困
難
で
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
専
門
性
や
柔
軟

性
、
機
動
性
、
先
駆
性
な
ど
の

特
性
を
生
か
す
こ
と
で
、
よ
り

区
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
が
期
待
で
き
ま

す
。

○２
 

地
域
に
は
、
様
々
な
知
識
や

経
験
を
も
っ
た
人
材
が
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
人
々
の
市
民
活
動

の
受
け
皿
と
し
て
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

と
の
協
働
を
推
進
す
る
こ
と

は
、
区
民
の
社
会
参
加
の
機
会

を
広
げ
る
も
の
で
あ
り
、
地
域

社
会
の
元
気
・
活
力
を
は
ぐ
く

む
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○３
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
区
と
の
協
働

は
、「
区
民
＝
サ
ー
ビ
ス
の
受
け

手
」「
自
治
体
＝
サ
ー
ビ
ス
の
担

い
手
」
と
い
う
関
係
を
、
参
画

と
協
働
に
よ
る
新
た
な
自
治
の

仕
組
み
に
大
き
く
発
展
さ
せ
る

可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

　

区
民
が
地
域
社
会
づ
く
り
の

主
体
と
な
る
、　

世
紀
に
ふ
さ

２１

わ
し
い
新
た
な
自
治
の
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
る
観
点
か
ら

も
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
協
働
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

基
本
方
針

○１
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
行
政
に
よ
る

「
公
共
サ
ー
ビ
ス
」
の
役
割
分

担
を
行
い
、
地
域
の
社
会
的
な

問
題
解
決
能
力
の
向
上
を
め
ざ

し
ま
す

　

公
共
サ
ー
ビ
ス
は
、
行
政
の

独
占
領
域
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

区
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
領

域
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
や
特
性
な
ど
に
応
じ
た
役
割

分
担
を
行
い
つ
つ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

と
行
政
と
の
協
働
を
積
極
的
か

つ
継
続
的
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

○２
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
行
政
と
の
協
働

の
領
域
を
明
確
に
し
て
い
き
ま

す
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
行
政
は
、
と
も
に

社
会
性
・
公
益
性
の
高
い
非
営

利
の
活
動
を
行
う
も
の
で
あ
る

た
め
、
両
者
の
活
動
領
域
は
重

な
り
合
う
部
分
が
あ
り
ま
す
。

　

区
は
、
す
べ
て
の
事
務
事
業

に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
協

働
の
可
能
性
を
具
体
的
に
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

○３
 

区
の
全
庁
を
あ
げ
て
協
働
推

進
に
取
り
組
み
ま
す

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
協
働
を
着
実

に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、

区
の
全
庁
を
あ
げ
て
統
一
的
・

組
織
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

区
は
、
所
管
課
の
協
働
事
業

検
討
を
助
け
る
た
め
の
庁
内
横

断
的
な
専
門
組
織
「
協
働
推
進

チ
ー
ム
」
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
協
働
に
関
す
る
職
員
研
修

の
充
実
に
努
め
、
理
解
の
促
進

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

○４
 

地
域
で
自
主
的
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

の
活
動
が
生
ま
れ
育
つ
よ
う
支

援
し
て
い
き
ま
す

　

団
塊
の
世
代
の
地
域
還
流
を

契
機
と
し
て
、
今
後
ま
す
ま
す

地
域
に
お
け
る
自
主
的
な
市
民

活
動
の
動
き
が
芽
生
え
て
く
る

で
し
ょ
う
。

　

区
は
、
様
々
な
人
材
が
地
域

区
は
、「　

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」（
基
本
構
想
）
の
中
で
、「
区
民
と
行
政
が
役
割
と

２１

責
任
を
分
か
ち
合
う
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
協
働
）」
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と

し
て
協
働
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
策
定
し
た
「
協
働
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
は
、
今
後
区
が
ど
の
よ
う
な
基
本
方
針
や
手
順
に
よ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

と
の
協
働
を
進
め
て
い
く
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。
協
働
に
よ
る
新
し

い
自
治
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
市
民
活
動
の
力
を
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
。

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
区
民
生
活
部
地
域
人
材
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
担
当
へ
。

活
動
に
参
加
し
や
す
い
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
る
ほ
か
、「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進

セ
ン
タ
ー
」
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
対

す
る
支
援
機
能
の
充
実
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

○５
 

区
独
自
の
協
働
推
進
の
仕
組

み
を
つ
く
り
ま
す

　

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
か
ら
の
協
働
事

業
提
案
制
度
」
の
創
設
や
、
協

働
事
業
の
事
前
・
事
後
評
価
な

ど
を
行
う
「
杉
並
区
協
働
推
進

委
員
会
」（
学
識
経
験
者
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
関
係
者
等
で
構
成
）
の
設
置

な
ど
、
協
働
事
業
の
検
討
段
階

か
ら
評
価
ま
で
の
、
総
合
的
か

つ
具
体
的
な
区
独
自
の
仕
組
み

を
つ
く
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後

の
協
働
事
業
の
実
践
の
積
み
重

ね
・
検
証
を
通
し
て
、
そ
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

☆

　

「
協
働
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の

全
文
は
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
ほ
か
、
区
政
資
料
室

（
区
役
所
西
棟
二
階
）、区
民
事

務
所
・
分
室
、
図
書
館
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

▲地域の方やボランティアの皆
さんと一緒にデイサービスの夏
祭り（ＮＰＯ法人ももの会）

す
ぎ
な
み「
協
働
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」の
策
定

　ＮＰＯ等が自ら企画した協働事業提案を審査・選定し、
提案団体と区が翌年度に事業を実施していく制度を創設し
ます。選定された企画提案に対し、３０万円の報奨金（企画
提案料）を支給します。
　 提案内容＝区とＮＰＯ等が協働で実施するのにふさわ
しい事業の提案（すでに実施している事業について、方法
や内容を変更する提案を含む）�応募資格＝現に活動実績
があるＮＰＯ等で、別に定める要件に該当するもの�審 査 
など＝提案者からの説明を受け、「杉並区協働推進委員会」
が審査し、協働事業にふさわしい提案を選定します（３件
程度） 「協働事業企画提案書」に、別に定める必要書類
を添付して、郵便・ファクス・Ｅメールなどで８月２日～
９月３日（消印有効）までに区民生活部地域人材・ＮＰＯ担
当FAX５３０７‐０６８１、Ｅメール＝chiikinpo-t@city.suginami.lg.jp
へ 同担当 区ホームページに「募集要領」、「協働事業企
画提案書（様式）」を掲載しています

内

申

問 他

「杉並区ＮＰＯ等活動推　
　進協議会」の区民委員

ＮＰＯ等からの
　　協働事業提案

　この協議会は、ＮＰＯ等の活動や協働の
推進に関する調査審議、ＮＰＯ支援基金の
助成申請に関する審査などを行うため、区
長の附属機関として設置しているもので
す。
　区民、ＮＰＯ等活動関係者、学識経験者
など１０名で構成しています。
　 任期＝２年間（９月～１８年９月） 区
内在住・在勤で１８歳以上の方 ３名（選考）
 すぎなみ「協働ガイドライン」に関する
意見（８００字程度）に、住所・氏名・年齢・
電話番号・ＮＰＯボランティア活動経験（略
歴）を明記し、８月２０日（必着）までに区
民生活部地域人材・ＮＰＯ担当へ（ファク
スFAX５３０７‐０６８１も可） 同担当

内 対

定

申

問

▼「スローフード教室」で自然との共生、環境保全を考える
（ＮＰＯ法人すぎなみ環境保全フォーラム）

「ＮＰＯ等」とは
　ガイドラインでは、福祉

や環境などの社会的な課題

に、市民が主体的に取り組

んでいる組織である、ＮＰ

Ｏ法人やボランティア・市

　民活動団体を「ＮＰＯ等」

　　　としています。
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○１
 

ハ
ガ
キ
・
封
書
ま
た
は
概
要
版
閲
覧
場
所
に
設

置
し
て
あ
る
意
見
用
紙
に
書
い
て
、
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス　

３
３
１
２
‐
２
３
１
６
で
、
８
月
４

FAX

日
ま
で
に
環
境
課
生
活
環
境
担
当
へ
。

○２
 

ご
意
見
に
は
、
氏
名
・
住
所
（
在
勤
の
方
は
勤

務
先
の
名
称
と
所
在
地
、
在
学
の
方
は
学
校
名
と

所
在
地
）、事
業
者
の
方
は
事
業
所
の
名
称
と
代
表

者
の
氏
名
も
書
い
て
く
だ
さ
い
。

○３
 

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
電
子
掲
示
板
に
、
ご
意
見

を
書
き
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
開
設
期
間
】
７
月　

日 

〜
８
月
４
日 

２１
☆

【
概
要
版
閲
覧
場
所
】

　

環
境
課
（
区
役
所
西
棟
七
階
）、
区
政
資
料
室

（
区
役
所
西
棟
二
階
）、
区
民
事
務
所
・
分
室
、
駅

前
事
務
所
、
図
書
館

（水）

（水）

ご意見をお寄せください

「杉並区生活安全及び環境美化に関する条例「杉並区生活安全及び環境美化に関する条例」」の改正に向けての改正に向けて

１５年に施行した「杉並区生活安全及び環境美化に関する条例」（略称「安全
美化条例」）について、区民の皆さんの要望や実態をふまえ、改正する必要
があると考えています。そこで、皆さんに改正の背景や改正案の骨子をお
知らせし、「自治基本条例」に基づく区民意見の提出手続により、ご意見を
うかがいます。　　　　　　　――問い合わせは、環境課生活環境担当へ。

　

区
は
、　

年
に
「
清
潔
で
美

１０

し
い
杉
並
区
を
み
ん
な
で
つ
く

る
条
例
」
を
施
行
し
、
区
民
の

皆
さ
ん
と
区
内
の
事
業
者
の
皆

さ
ん
、
そ
し
て
区
が
互
い
に
協

力
し
あ
っ
て
、
地
域
の
環
境
美

化
に
努
め
、
美
し
い
杉
並
区
を

将
来
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い

く
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
　

年
に
は
、こ
の
条
例
を
、生

１５
活
安
全
の
要
素
を
加
え
た
「
杉

並
区
生
活
安
全
及
び
環
境
美
化

に
関
す
る
条
例
」（
略
称
「
安
全

美
化
条
例
」）
に
改
正
し
、
引
き

続
き
、「
美
し
い
杉
並
区
」
の
実

現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
安
全
美
化
条
例
」
に

は
、「
区
内
の
土
地
又
は
建
築
物

の
所
有
者
又
は
管
理
者
は
、
当

該
土
地
又
は
建
築
物
を
不
良
な

状
態
に
し
な
い
よ
う
、
適
正
に

管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
区
に
は
、
近
隣
の
あ
き

地
や
あ
き
家
な
ど
に
雑
草
が
茂

っ
て
い
る
、
ご
み
な
ど
が
不
法

投
棄
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
連
絡

が
、
年
間
六
〇
件
程
度
あ
り
ま

す
。
区
は
、
そ
の
あ
き
地
な
ど

の
所
有
者
に
、
適
正
な
管
理
を

す
る
よ
う
お
願
い
し
て
お
り
、

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
例
も

多
く
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
年
間
一
〇
件
程
度

は
、
ど
う
し
て
も
ご
協
力
い
た

だ
け
な
い
事
例
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
近
隣
の
皆
さ
ん
の

生
活
環
境
が
悪
く
な
り
、
防
犯

上
の
不
安
な
ど
か
ら
長
期
間
に

わ
た
っ
て
快
適
な
生
活
を
お
く

れ
な
い
と
い
う
例
も
み
ら
れ
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
条
例
改
正

は
、
確
実
か
つ
速
や
か
に
良
好

な
生
活
環
境
を
回
復
す
る
た
め

に
、
区
が
直
接
改
善
を
行
う
行

政
代
執
行
の
制
度
と
、
自
ら
改

善
が
で
き
な
い
場
合
、
区
に
依

頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
委
託
制

度
の
創
設
を
主
な
内
容
と
し
て

い
ま
す
。

条
例
改
正
の

背
景

○１
 

行
政
代
執
行
の
制
度
を
新
設

　

「
安
全
美
化
条
例
」
で
は
、

あ
き
地
や
あ
き
家
な
ど
の
土

地
・
建
築
物
の
所
有
者
が
、
そ

の
あ
き
地
な
ど
を
適
正
に
管
理

し
て
い
な
い
場
合
、
改
善
の
命

令
を
出
し
た
り
、
命
令
に
従
わ

な
い
時
に
氏
名
や
違
反
の
内
容

な
ど
を
公
表
す
る
こ
と
は
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
規
定
に
は
強

制
力
が
伴
わ
ず
、
命
令
さ
れ
た

者
が
命
令
を
無
視
し
、
不
良
な

状
態
を
放
置
し
た
場
合
、
そ
れ

以
上
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
氏
名
な
ど
の
公
表
を

し
て
も
、
所
有
者
が
区
外
の
居

住
者
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
確

実
な
改
善
に
結
び
つ
か
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
行
政
代
執
行
に
よ

り
、
区
が
改
善
行
為
を
直
接
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。
行
政
代
執
行
と
は
、
行
政

上
の
強
制
執
行
の
手
段
で
、
行

政
庁
が
義
務
者
に
代
わ
っ
て
そ

の
行
為
を
行
う
か
、
第
三
者
に

そ
の
行
為
を
さ
せ
、
そ
の
費
用

を
義
務
者
か
ら
徴
収
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。

○２
 

区
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
を
新
設

　

あ
き
地
な
ど
が
不
良
状
態
で

あ
り
、
所
有
者
に
改
善
の
意
思

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自

ら
改
善
が
で
き
な
い
と
き
、
特

に
区
長
が
認
め
た
場
合
は
、
区

に
改
善
を
委
託
で
き
る
制
度
を

設
け
ま
す
。

　

委
託
を
受
け
た
場
合
、
改
善

に
か
か
る
費
用
の
支
払
い
を
受

け
た
後
、
区
が
雑
草
の
除
去
な

ど
を
行
い
ま
す
。

○３
 

立
入
調
査
の
実
施

　

勧
告
や
命
令
、
行
政
代
執
行

を
行
う
際
に
は
、
必
要
に
応
じ

て
区
の
職
員
が
、
事
業
所
や
土

地
、
建
物
に
入
っ
て
実
態
調
査

を
行
い
ま
す
。
調
査
を
行
う
場

合
、
職
員
は
身
分
証
明
書
を
携

帯
し
ま
す
。

�
雑
草
が
生
い
茂
っ
た
あ
き
地

所有者が改善する

所有者が改善しない

行政代執行
（区が直接改善を行う）

委託制度
（区に依頼する）

所有者に意思はある
が改善できない

環境美化への
速やかな対応を

環環境境美美化化へのへの
　　速速ややかかなな対対応応をを

近所のあき地やあき家などに…
�雑草が茂っている。
�雑草に害虫が発生している。
�雑草が背丈以上に伸びて見通しが悪く、
　防犯上不安である。
�枯れ草などがたまって火災のおそれがある。
�ごみなどが不法投棄されている。

改
正
の 

主
な
内
容

　

７
月
７
日 

、
八
成
小
学

校
の
校
庭
で
、
一
年
生
と
二

年
生
が
路
線
バ
ス
の
車
両
見

学
や
緊
急
時
の
避
難
の
仕
方

な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、二
年
生
は
見
学
後
に
、

本
物
の
バ
ス
を
見
な
が
ら
バ

ス
の
絵
を
描
き
ま
し
た
。

　

関
東
バ
ス
・ 
阿
佐
ケ
谷
営

業
所
で
は
、
五
年
ほ
ど
前
か

ら
子
ど
も
た
ち
の
描
い
た
絵

を
車
両
内
に
掲
示
す
る
、
ふ

れ
あ
い
事
業
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
八
成
小
学
校
で
は
、

同
校
の
評
議
委
員
が
関
東
バ

ス
で
こ
の
事
業
の
責
任
者
だ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
半
年
前

か
ら
話
し
合
い
を
し
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
バ
ス
の
絵

を
描
く
だ
け
で
は
な
く
、
生

活
科
の
授
業
と
し
て
、「
バ
ス

の
し
く
み
」
や
「
緊
急
事
態

で
の
避
難
方
法
」
な
ど
を
体

験
学
習
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
ず
、一
ク
ラ
ス
ず
つ

車
内
に
乗
り
込
み
ま
し

た
。
そ
し
て
、非
常
ド
ア

か
ら
の
避
難
や
、非
常
ベ

ル
を
実
際
に
押
す
と
い

（水）

っ
た
、
ふ
だ
ん
は
で
き
な
い

体
験
を
し
ま
し
た
。
非
常
ド

ア
は
、
思
っ
た
以
上
に
高
さ

が
あ
っ
た
た
め
、
子
ど
も
た

ち
は
両
脇
を
支
え
て
も
ら
い

な
が
ら
降
り
、「
高
か
っ
た
け

ど
、
面
白
か
っ
た
よ
」
と
笑

顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
担
任
の
先
生
が
車

い
す
に
乗
り
、
子
ど
も
た
ち

が
後
ろ
か
ら
介
助
を
し
て
、

ス
ロ
ー
プ
を
使
っ
た
乗
り
降

り
も
体
験
し
ま
し
た
。

　

見
学
を
終
え
た
二
年
生

は
、
バ
ス
の
絵
を
描
き
な
が

ら
、「
こ
ん
な
に
近
く
で
見
た

こ
と
な
い
よ
」、「
こ
の
バ
ス

の
中
に
絵
を
飾
る
ん
だ
よ
」

と
楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
絵

は
、
８
月
５
日 

〜　

日 
１２

に
、「
阿
佐
ケ
谷
駅
〜
石
神
井

公
園
駅
」
区
間
の
全
車
両
内

に
掲
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

（木）

（木）

�
非
常
ド
ア
か
ら

脱
出
！

�
校
庭
で
の
授
業
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心
身
に
障
害
の
あ
る
方
や
難
病
の

方
に
、
各
種
手
当
の
支
給
や
医
療
費

の
助
成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

手
当
の
内
容
な
ど
は
、
表
１
・
３

の
と
お
り
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
手
当
な
ど
は
申
請
が
な

い
と
支
給
で
き
ま
せ
ん
。
対
象
と
な

る
方
で
ま
だ
受
け
て
い
な
い
方
は
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
所
得
制
限
（
表
２
）、
新
規

　

歳
以
上
の
制
限
、
他
の
手
当
や
年

６５金
と
の
併
給
制
限
、
施
設
入
所
制
限

に
該
当
す
る
方
は
受
給
で
き
ま
せ

ん
。

　
 

障
害
者
福
祉
係
（
区
役
所
東
棟

一
階
�
番
窓
口
）

問

〈表１　心身障害者（児）手当等〉

手当額（月額）対象となる方手当等の種類

１万７０００円次のいずれかに該当する２０歳以上の障害者○１ 身体障害者手帳１、２級
○２ 愛の手帳１～３度○３ 脳性マヒまたは進行性筋萎縮症心身障害者福祉手当

（◎〇△□）
１万１５００円次のいずれかに該当する障害者○１ 身体障害者手帳３級○２ 愛の手帳４度

１万７０００円次のいずれかに該当する２０歳未満の児童を養育している方○１ 身体障害
者手帳１、２級○２ 愛の手帳１～３度○３ 脳性マヒまたは進行性筋萎縮症障害手当　（◎〇□）

１万 ５００円心身障害者福祉手当受給者または障害手当の対象児童で、寝たきり状
態などでいつも介護を必要とする方を介護している方介護手当　（〇△□）

２万６５２０円
在宅の２０歳以上で精神や身体に重度の障害（身体障害者手帳１、２級
と愛の手帳１、２度程度の障害が重複している状態）などがあるため、
常時特別な介護が必要な方

特別障害者手当
（◎□）

１万４４３０円
２０歳未満で精神や身体に重度の障害（身体障害者手帳１級〈２級の一
部〉程度または愛の手帳１度〈２度の一部〉程度）などがあるため、
常時介護が必要な方

障害児福祉手当
（◎〇□）

１級＝５万 ９００円
２級＝３万３９００円

次のいずれかに該当する２０歳未満の児童を養育している方○１ 身体障害
者手帳１～３級（４級の一部）程度○２ 愛の手帳１～３度程度○３ 日常生
活に著しい制限を受ける精神または身体上の障害を持つ児童

特別児童扶養手当
（◎〇□）

　　　１万４４３０円昭和６１年３月３１日で廃止され、経過措置に該当する方のみ福祉手当　（◎〇□）

　６万円

次のいずれかに該当する方○１ 重度の知的障害者で、日常生活において
常時特別な配慮が必要である○２ 重度の知的障害と重度の身体障害が重
複している○３ 重度の肢体不自由者で、両上肢、両下肢の機能が失われ、
かつ座っていることが困難である

重度心身障害者手当
（◎〇△□）

　　　１万６５００円区が定めた難病疾病（表３）を有する方難病患者福祉手当
（◎〇△□）

次のいずれかに該当する方に、保険診療の自己負担分（老人保健法に準じた一部負担金を
除く）を助成。○１ 身体障害者手帳１、２級（内部障害は３級まで）○２ 愛の手帳１～３度○３ 
脳性マヒまたは進行性筋萎縮症

心身障害者
　　医療費助成

（◎△□）

単独で屋外活動をすることが困難な、２０歳以上の重度の脳性マヒ者で身体障害者手帳１級
の方に介護人（本人推薦による）を派遣
＜介護人に支払う手当＝１回１日単位で月１２回以内・１回６５６０円＞

重度脳性マヒ者
　　　介護人派遣

（〇□）

障害者の保護者が死亡または心身の機能を著しく喪失した状態になったとき、障害者に年
金を給付。次のいずれかに該当する障害者の保護者で都内在住者○１ 身体障害者手帳１～４
級（平衡機能障害、体幹機能障害は５級まで）○２ 愛の手帳１～４度○３ 一定程度以上の症状
を有する精神障害○４ 脳性マヒ○５ 進行性筋萎縮症○６ 自閉症。年金額は３万円（特約付加加入
者は１万円加算）。掛け金は加入者の年齢に応じて異なる。掛け金払込期間は２０年

心身障害者扶養年金
（△）

※◎＝所得制限あり、〇＝併給制限あり、△＝６５歳以上の制限あり、□＝入院状況・施設入所などによる制限あり。

〈表２　所得制限額〉
�受給者が２０歳以上の場合は、本人所得
�受給者が２０歳未満の場合は、扶養義務者などの所得

所得額収入額
扶養親族
の数（人）

３６０万４０００円５１８万円０

３９８万４０００円５６５万６０００円１

４３６万４０００円６１３万２０００円２

４７４万４０００円６６０万４０００円３

５１２万４０００円７０２万７０００円４

５５０万４０００円７４４万９０００円５

※この表の収入額は給与所得者を例として、給与所得控除
をする前の金額です。なお、世帯の状況などに応じて各
種控除が受けられる場合があります。

　　　　　　　　　〈表３　難病患者福祉手当対象疾病〉　　（１６年７月１日現在）
疾　病　名№疾　病　名№

膿疱性乾癬３８スモン１
広範脊柱管狭窄症３９ベーチェット病２
ミオトニー症候群４０重症筋無力症３
特発性好酸球増多症候群４１全身性エリテマトーデス４
原発性胆汁性肝硬変４２多発性硬化症５
強直性脊椎炎４３再生不良性貧血６
重症急性膵炎４４筋萎縮性側索硬化症７
特発性大腿骨頭壊死症４５サルコイドーシス８
びまん性汎細気管支炎４６特発性血小板減少性紫斑病９
混合性結合組織病４７強皮症・皮膚筋炎及び多発性筋炎１０
ミトコンドリア脳筋症４８結節性動脈周囲炎１１
原発性免疫不全症候群４９天疱瘡１２
遺伝性（本態性）ニューロパチー５０潰瘍性大腸炎１３
特発性間質性肺炎５１ビュルガー病１４
プリオン病５２高安病１５
網膜色素変性症５３劇症肝炎１６
遺伝性ＱＴ延長症候群５４脊髄小脳変性症１７
原発性肺高血圧症５５クローン病１８
先天性ミオパチー５６パーキンソン病関連疾患１９
神経線維腫症５７悪性関節リウマチ２０
網膜脈絡膜萎縮症５８悪性高血圧２１
進行性筋ジストロフィー５９モヤモヤ病（ウィリス動脈輪閉塞症）２２
ウィルソン病６０点頭てんかん２３
慢性炎症性脱髄性多発神経炎６１ネフローゼ症候群２４
骨髄線維症６２先天性血液凝固因子欠乏症等２５
亜急性硬化性全脳炎６３人工透析を必要とする腎不全２６

バッド・キアリ症候群６４アミロイドーシス（原発性アミロイ
ド症）２７

特発性慢性肺血栓塞栓症（肺高血
圧型）６５後縦靭帯骨化症２８

ライソゾーム病（ファブリー病を
含む）６６ハンチントン病２９

副腎白質ジストロフィー６７ウエゲナー肉芽腫症３０
脊髄性筋萎縮症６８母斑症３１
アレルギー性肉芽腫性血管炎６９特発性拡張型心筋症３２
原発性硬化性胆管炎７０シェーングレン症候群３３
肝内結石症７１多系統萎縮症３４
自己免疫性肝炎７２多発性嚢胞腎３５

特発性肥大型心筋症（拡張相）７３表皮水疱症（接合部型および栄養障
害型）３６

特発性門脈圧亢進症３７

ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
は　

あ
な
た
の
家
庭
か
ら

◇
小
さ
な
工
夫
で
大
き
な
省

エ
ネ

　

「
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度

を
１
度
変
え
た
ら
」「
冷
蔵
庫

の
上
手
な
使
い
方
」
な
ど
、

家
庭
で
だ
れ
も
が
簡
単
に
実

践
で
き
る
省
エ
ネ
行
動
と
そ

の
効
果
を
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
家
庭
で
で
き
る
省
エ
ネ
作

戦
」
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

省
エ
ネ
量
を
金
額
と
二
酸

化
炭
素
に
換
算
し
て
い
ま
す

の
で
、
省
エ
ネ
効
果
が
具
体

的
に
わ
か
り
ま
す
。

　

家
電
製
品
の
買
い
替
え
の

ポ
イ
ン
ト
も
ご
紹
介
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◇
ナ
ビ
、
ワ
ッ
ト
で
省
エ
ネ

効
果
を
測
定
・
実
感

　

省
エ
ネ
ナ
ビ
は
、
設
定
し

た
省
エ
ネ
目
標
の
達
成
状
況

が
わ
か
る
機
器
で
、
家
庭
全

体
や
個
々
の
家
電
製
品
の
消

費
電
力
な
ど
を
計
測
で
き
ま

す
。

　

ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
メ
ー
タ
ー

は
、
よ
り
簡
易
な
計
測
機
器

で
、
各
家
電
製
品
に
つ
な
ぐ

だ
け
で
す
ぐ
に
消
費
電
力
・

電
気
料
金
・
二
酸
化
炭
素
を

測
定
で
き
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
省
エ
ネ
の
効
果

が
ひ
と
目
で
わ
か
り
ま
す
。

　
 

貸
出
期
間
＝
ナ
ビ
＝
一

年
間
、
ワ
ッ
ト
＝
一
カ
月 

区
内
在
住
の
方
（
住
所
を
確

認
で
き
る
も
の
を
提
示
し
て

く
だ
さ
い
） 

無
料 

貸
出

状
況
に
よ
り
お
待
ち
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
る

べ
く
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

☆

　
 

・ 

環
境
課
計
画
係
へ

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す 

―
区
役
所
の
節
電
対
策 

７
月　

日 

〜
８
月　

日 

１２

３１

　

区
は
、
電
力
需
要
が
増
大

す
る
夏
季
の
対
策
と
し
て
、

率
先
し
て
節
電
に
努
め
ま

す
。
区
民
の
皆
さ
ん
に
ご
不

便
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
考

内

対

費

他

申

問
（月）

（火）

え
ら
れ
ま
す
が
、
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

○１
 

冷
房
温
度
の
設
定

　

本
庁
舎
な
ど
の
冷
房
温
度

を　

度
と
し
ま
す
。

２８
○２
 

本
庁
舎
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

一
部
停
止

　

東
棟
一
基
、
西
棟
一
基
を

停
止
し
ま
す
。

○３
 

照
明
機
器
の
一
部
停
止

　

事
務
室
を
除
き
、
廊
下
な

ど
の
照
明
（
蛍
光
灯
）
は
、

お
お
む
ね　

％
を
目
途
に
消

２５

灯
し
ま
す
。

○４
 

職
員
の
服
装

　

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
な
ど
軽
装

で
勤
務
し
ま
す
。
そ
の
際
、

名
札
着
用
の
徹
底
を
は
じ

め
、
服
装
な
ど
に
は
十
分
配

慮
し
ま
す
。

　
 

環
境
課

問

今今
年年
のの
夏夏
もも
省省
エエ
ネネ
をを
！！
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●ソフトボール　○す 教室番号１９８６
　 ９月３日～１０月１５日の毎週金曜日（予備
日＝１０月２２日）、午後７時～９時（計７回）
 下高井戸運動場 区内在住・在勤・在学
で１６歳以上の方 ５０名（抽選） ２１００円 
往復ハガキ（８面記入例参照）に生年月日も
書いて、８月１０日（必着）までに下高井戸運
動場（〒１６８‐００７３下高井戸３‐２６‐１）へ
 同運動場�５３７４‐６１９１ 託児（３歳～就
学前）あり
●親子リズム体操　○す 教室番号２０１３
　 ９月１０日～１０月１５日の毎週金曜日、午後３時～５時（計６回） 高円寺体育
館 区内在住・在勤・在学で３歳～就学前の幼児とその保護者 １０組２０名（抽
選） １０００円 往復ハガキ（８面記入例参照）に親と子両方の生年月日も書い
て、８月２日（必着）までに高円寺体育館（〒１６６‐０００３高円寺南２‐３６‐３１）
へ 同体育館�３３１２‐０３１３
●親子で水遊び　○す 教室番号２０３６
　 ９月４日～１０月９日の毎週土曜日、午前９時～１１時（計６回） 杉並第十小
学校温水プール 区内在住・在勤・在学で３歳～就学前の幼児とその保護者 ４０
組８０名（抽選） ３０００円 往復ハガキ（８面記入例参照）に親と子両方の生年月
日も書いて、８月１日（必着）までに杉並第十小学校温水プール（〒１６６‐００１２
和田３‐５５‐４９）へ 同プール�３３１８‐８７６３ 車での来場はご遠慮ください
●弓道・アーチェリー認定講習会
　弓道場を利用するには利用証（一定の技量を認定）が必要となります。安全に
利用していただくため、段位などをお持ちでない方は講習会に参加し、認定を受
けてください。認定を受けた方には技量に応じた利用証を発行します。
　 アーチェリー＝８月２２日�、弓道＝２８日�、いずれも午前９時～午後１時 
上井草スポーツセンター弓道場（上井草３‐３４‐１） 弓道またはアーチェリー
の経験がある方 各３６名 無料 ・ 電話で、同センター�３３９０‐５７０７へ（先
着順）
●一歩・二歩・散歩～遊！友！スポーツ！
　健康のために歩くことから始めませんか？スポーツを通じて世代を越えた地域

時

場 対
定 費 申

問 他

時 場
対 定
費 申

問

時 場
対 定
費 申

問 他

時 場
対

定 費 申 問

の仲間作りをしましょう。地域スポーツ推進隊（杉並区体育指導委員）がスポー
ツによるまちづくりを目指してご案内します。
　 ７月３１日（土）、８月２２日（日）午前９時～１１時（８時４５分受付開始） 集合場所＝
井草八幡宮大灯ろうの前（善福寺１‐３３‐１） 井草八幡宮からウォーキング→
善福寺公園下池～上池→木陰で遊ぶ（フライングディスク・ダンス・ゲームなど。
リクエストも大歓迎）→井草八幡宮（解散） 無料（任意で傷害保険料２０円） 
当日、直接受付場所へ 社会教育スポーツ課社会体育係（当日の運営は区体育指
導委員が行います） ○１ 雨天中止○２ 運動しやすい服装で、飲み物・帽子・タオル
を持参

 
●「綱引き大会」のスタッフ（実行委員）を募集します
　区民体育祭・スポーツ・レクリエーション大会「綱引き大会」を、１１月２８日（日）
に高円寺体育館で開催します。区体育指導委員と共に、大会の企画・運営をお手
伝いいただける方を大募集します。「綱引き」は、ただ引けばいいと思いきや、
力と体重だけでは勝てない、実に奥が深い競技です。あなたも参加者と一緒にな
って、さわやかな汗を流しませんか。
　 実行委員会＝８月２１日（土）午後６時～（月１回程度） ・ 電話で、７月３０
日までに社会教育スポーツ課社会体育係へ

時 場
内

費 申
問
他

その他

内 申 問

スポーツ教室　○す …すぽーつ・ねっと�５３０５‐６２１３で申し込みできます

※『すぽーつ・ねっと』は自動音声応答により杉並区の体育施設予約などのサ
ービスが利用できる電話受付システムです。申し込みは、７月２１日午前８時か
らハガキの締め切り日の午後１１時までです。
なお、定員を超えた場合は、初めて申し込んだ方を優先する場合があります。

●８月６日（金）から
柏の宮（かしのみや）公園庭球場の抽選申し込みを開始します
　旧興銀グラウンドが区立柏の宮公
園（浜田山２‐５‐１）として１０月３０
日�にオープンします。公園内にある
庭球場も１１月１日�から利用できま
す。利用申し込みは他の区立体育施設
と同様に電話による自動応答システ
ム「すぽーつ・ねっと」で行うことが
できます。なお「すぽーつ・ねっと」
の利用には登録が必要です。
　 人工芝庭球場４面�利用時間＝午前９時～午後５時（利用は２時間単
位） ８００円（１面２時間、社会体育団体は半額） 「すぽーつ・ねっと」
で８月６日から１１月利用分の抽選申し込みを受け付けます。施設番号は〔２８〕
です 社会教育スポーツ課社会体育係

内

費 申

問

　「止まれ」の標識がある交差点では、必ずいっ
たん停止しましょう。

　止まっている車の前や後ろから急に道路にと
び出さないようにしましょう。

　自転車で、競争やふざけっこをしないように
しましょう。

　横断歩道を渡るときは、信号が青でも左右をよ
く見てわたりましょう。

　

い
よ
い
よ
夏
休
み
で
す
。
旅
行
や
行
事
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
人
も

多
い
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
交
通
事
故
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
楽
し
い
夏
休
み
が
だ

い
な
し
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

昨
年
の
７
月
〜
８
月
に
、
区
内
で
は
三
三
人
の
子
ど
も
（
中
学
生
以

下
）
が
交
通
事
故
で
け
が
を
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
二
〇
人
が
、
自
転

車
に
乗
っ
て
い
る
と
き
事
故
に
あ
っ
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
中
は
、左
の
絵
に
書
い
て
あ
る
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
て
、

交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】

　

交
通
対
策
課
ま
た
は
各
警
察
署
（
杉
並
�
３
３
１
４
‐
０
１
１
０
／

高
井
戸
�
３
３
３
２
‐
０
１
１
０
／
荻
窪
�
３
３
９
７
‐
０
１
１
０
）
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日 【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

　
　

年
度
に
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

１５
い
た
声
は
、
三
五
五
九
件
で
し
た
。
ご
意

見
の
総
件
数
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

（
図
１
）

　
　

年
度
は
、　

年
度
の
三
一
九
七
件
と

１５

１４

比
べ
、
約　

％
増
に
な
っ
て
い
ま
す
。

１０

　

ご
意
見
の
内
容
は
様
々
で
し
た
が
、
特

に
道
路
・
交
通
の
整
備
、
放
置
自
転
車
の

撤
去
、
公
園
の
整
備
、
清
掃
・
リ
サ
イ
ク

ル
対
策
、
生
涯
学
習
の
推
進
な
ど
に
対
し

て
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
特
徴
的
な
ご
意
見
と
し
て

は
、
青
梅
街
道
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
建
設

や
住
基
ネ
ッ
ト
へ
の
賛
否
、
路
上
禁
煙
地

区
の
指
定
、
さ
ざ
ん
か
ね
っ
と
の
充
実
、

防
犯
対
策
の
強
化
に
関
す
る
も
の
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

　

ご
意
見
は
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
も
の
が
最
も
多
く
、

　

年
度
は
半
数
を
超
え
ま
し
た
。（
図
２
）

１５皆
さ
ん
の
声
を 

区
政
に
反
映
し
ま
す

　

区
に
寄
せ
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
声
は
、
区

長
が
読
ま
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
所

管
す
る
部
署
で
対
応
し
、
住
所
・
氏
名
の

記
載
が
あ
る
方
に
は
、
い
た
だ
い
た
ご
意

見
に
つ
い
て
の
回
答
を
し
ま
す
。

　

な
お
、「
ふ
れ
あ
い
通
信
」（
区
長
へ
の

は
が
き
）
は
、
区
民
事
務
所
・
分
室
、
駅

前
事
務
所
、
図
書
館
、
区
民
会
館
、
区
民

集
会
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
事
務
所

な
ど
区
内
各
所
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、３
月
に
配
付
し
ま
し
た「
す
ぎ
な

み
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
」
に
も
つ
づ
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

今
後
と
も
、
皆
さ
ん
の
声
に
迅
速
に
お

こ
た
え
し
、
区
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

☆

　
 

区
政
相
談
課

問

区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
声
と
、
そ
れ
に
対
し

て
の
区
か
ら
の
回
答
を
掲
載
し
ま
す
（
三
カ
月
に
一
度

掲
載
の
予
定
）。
今
回
は
４
月
以
降
に
い
た
だ
い
た
声

の
中
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
区
政
相
談
課
へ
。

スポーツ施設
の予約方法

　

区
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
予
約
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
で
行
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

わ
ざ
わ
ざ
足
を
運
ぶ
の
が
困
難
な
社
会
人

と
し
て
は
、自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
予
約
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

現
在
は
、
電
話
（
す
ぽ
ー

つ
・
ね
っ
と
）
で
の
体
育
施

設
の
予
約
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、　

年
度
の
施
設
予
約
か

１７

ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
体
育
施
設
の
予
約
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ

れ
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
ほ
か
に
各
体
育
施
設
に
設

置
さ
れ
る
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式

パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
か
ら

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電
話

で
施
設
を
予
約
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

0
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2500
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3500
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15年度14年度13年度12年度11年度

1441

1866

2555

3197

3559

ファクス
48件
1%

口頭
120件
3%

電話
270件
8%

文書
535件
15%

ふれあい通信
773件
22%

ホームページ
1813件
51%

〈図２　意見・要望の手段〉
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声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららから

　

区
は
、
日
ご
ろ
か
ら
ご
み

の
分
別
の
協
力
、
適
正
な
排

出
を
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
仮
に
不
適
切
な
ご
み
出

し
が
あ
っ
た
場
合
は
排
出
指

導
を
し
て
い
ま
す
。

　

清
掃
事
務
所
で
は
、「
ふ
れ

あ
い
指
導
班
」
を
設
置
し
、

住
民
と
事
業
者
を
対
象
に
指

導
を
実
地
し
て
い
ま
す
。

　

「
ふ
れ
あ
い
指
導
班
」
の

指
導
方
法
と
し
て
は
、ま
ず
、

排
出
者
が
わ
か
り
混
在
が
ひ

ど
い
場
合
は
、直
接
訪
問
し
、

説
明
し
て
い
ま
す
。
不
在
の

場
合
は
、
理
解
を
求
め
る
文

書
を
投
か
ん
し
、
現
物
を
残

す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
排
出

者
が
わ
か
ら
ず
不
適
切
な
ご

み
出
し
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
行
わ

れ
る
よ
う
な
場
合
は
、
当
該

集
積
所
周
辺
の
家
庭
に
ご
み

の
正
し
い
分
け
方
・
出
し
方

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し

て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、「
杉
並
区
廃
棄
物
の

処
理
及
び
再
利
用
に
関
す
る

条
例
」
第
五
条
で
「
区
長
は
、

廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正
な

処
理
を
確
保
す
る
た
め
、
必

要
と
認
め
る
と
き
は
、
区
民

及
び
事
業
者
に
対
し
、
指
導

又
は
助
言
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
」と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
条
例
を
も
と
に
、
一

見
し
て
排
出
者
が
特
定
で
き

な
い
場
合
は
ご
み
袋
を
開

け
、
中
に
入
っ
て
い
る
ご
み

の
内
容
物
か
ら
排
出
者
を
判

断
し
、
排
出
指
導
を
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

隣
に
あ
る
ア
パ
ー
ト
の
住
人
が
ご
み
を
出
す
指
定
日
を
守
ら
な
い
上
に
、
夜

間
出
し
て
い
る
こ
と
が
目
立
ち
始
め
ま
し
た
。
数
年
前
か
ら
、近
所
の
方
が
、大

家
さ
ん
に
注
意
す
る
よ
う
に
頼
ん
だ
り
、
ア
パ
ー
ト
前
に
集
積
所
を
設
け
る
よ

う
に
頼
ん
だ
り
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
一
向
に
解
決
し
て
い
ま
せ
ん
。

ごみの
出し方

　

電
信
柱
な
ど
に
許
可
な
く

は
ら
れ
て
い
る
は
り
紙
な

ど
、
い
わ
ゆ
る
「
違
反
広
告

物
」
に
つ
い
て
は
、
地
域
に

お
住
ま
い
の
方
々
か
ら
、
こ

れ
ら
を
撤
去
し
た
い
が
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
と

い
う
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
区
は
今
年
度

か
ら
新
た
に
「
違
反
広
告
物

除
却
活
動
協
力
員
制
度
」
を

設
け
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
違
反
広
告

物
の
取
り
は
ず
し
に
つ
い

て
、
地
域
の
環
境
美
化
に
努

め
て
い
る
方
々
を
除
却
活
動

協
力
員
と
し
て
登
録
し
、
取

り
は
ず
し
の
作
業
を
区
が
委

嘱
す
る
こ
と
で
、
区
と
区
民

が
力
を
あ
わ
せ
、
安
全
で
美

し
い
ま
ち
な
み
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

協
力
員
の
方
々
に
は
、
腕

章
と
協
力
員
証
を
配
布
し
、

活
動
中
は
身
に
着
け
て
い
た

だ
く
こ
と
で
身
分
を
明
ら
か

に
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

　

協
力
員
に
ご
参
加
い
た
だ

く
場
合
に
は
、
事
前
に
五
人

以
上
の
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し

て
維
持
課
�
３
３
１
５
‐
４

１
７
８
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

違反広告物
の除却

〈図１　意見・要望件数〉

　

電
柱
に
は
り
つ
け
ら
れ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
広
告
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま

す
。
気
が
つ
く
た
び
に
は
が
し
て
い
ま
す
が
、
後
を
絶
た
ず
困
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
広
告
を
は
が
し
て
い
る
と
、
住
民
か
ら
も
な
ぜ
は
が
し
て
い
る
の

か
と
い
う
目
で
見
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
提
案
で
す
が
、「
杉
並
区
美
化
委
員
」

の
よ
う
な
腕
章
を
作
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

�
除
去
活
動
協
力
員
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平成１６（２００４）年�月��日（水曜日）

声の広報」のお申し込みは広報課へ。

●ピアノ教室
　 月曜～土曜日の午前９時～午後８時の間で相談
 佐藤宅（清水２丁目） 月７０００円または１回２０００円
 佐藤�・FAX５３８２‐８０３０ お好きな曲を弾いてみませ
んか。大人大歓迎
●童謡・唱歌／杉唱（さんしょう）会
　 第２・４金曜日午後２時～４時 セシオン杉並
（梅里１‐２２‐３２） 入会金１０００円、月３０００円 石塚
�・FAX３３１２‐２６０９ 初心者大歓迎
●斉唱・二重唱／歌声の会
　 第２または第３火曜日午後１時３０分～３時３０分
 ＹＫ音楽室（阿佐谷駅南口３分） １回１５００円（コ
ーヒー・ケーキ付） 川崎�３３１４‐５３７５FAX３３１４‐５４５１
 オペラ歌手の指導で日本や外国の曲を歌います
●発声も勉強しながら歌を楽しむ男声コーラス
　 月３～４回、夜間（２時間程度） �橋宅（南荻
窪２‐２７‐６） 発足時に相談し決定 �橋�・FAX３３３４
‐１８７５ 新規発足！歌の好きな男性の方対象。初心者
歓迎
●大人のピアノ教室
　 火曜～木曜日の間で相談（月２回） 青柳宅（桃
井１‐２９‐２２） グループ＝月４０００円・個人＝月５０００
円 青柳�３３０１‐２９６９ お気軽にご相談ください

＊＊＊室内遊戯・学習・その他
●囲碁教室／Ｌ&ＳＨ井草囲碁教室
　 第１・３木曜日午後２時～４時 ライフ＆シニア
ハウス井草（井草４‐６‐２０） お茶代月１００円 鈴
木�５３０３‐８７３３ 初心者大歓迎。丁寧に指導します
●話し方／アサーション教室
　 第４日曜日午後２時～５時 阿佐谷会議室（阿佐
谷北２‐１８‐１７）ほか 月１５００円 堀口�・FAX３３１７‐
６２５５、Ｅメールlafeel@k5.dion.ne.jp 随時募集してい
ます
●話し方教室／高話会
　 第２・４土曜日午後２時～４時 高井戸地域区民
センター（高井戸東３‐７‐５）ほか 入会金５００円、
月２０００円，教材費年１０００円 �田�３３０４‐５４６８ 専任
講師の指導による初心者向け講座です
●障害者の就労訓練ボランティア／ＮＰＯレインボー
　 平日午前１０時～午後３時で都合のよい時間 Ｎ
ＰＯレインボー（上荻１‐１１‐３‐４０５） 年３０００円
 木内�５３４９‐８４６１ 一緒に考えてサポートしてくだ
さる方を募集しています
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●社交ダンス／すずらん会
  日曜日午前１０時～正午 主に永福和泉地域区民
センター（和泉３‐８‐１８） 月３０００円 井上�３３１２
‐１５７８（午後６時以降） 中高年の初級程度および男
性も大歓迎
●アメリカンスクエアダンス／ピーエムスクエアーズ
  第２・３・４火曜日午後１時３０分～４時 方南
会館（和泉４‐４２‐５） 入会金１０００円、月２７００円 
平山�・FAX３２２３‐０２０２ ９月１４日（火）午後１時から、見
学会および初心者講習会の説明会を方南会館で開催し
ます
●社交ダンス／プリティー
  日曜日午前１０時～正午 八成区民集会所（井草１
‐３‐２） 入会金１０００円、１回８００円  白須�３３９０
‐９３０２ 初心者の方は楽しい人生の第１歩を
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●軽リズムストレッチ／リフレッシュ・ステップ
　 月曜日午前１０時３０分～正午 八成区民集会所（井
草１‐３‐２） 入会金２０００円、月２５００円 渡辺�
５２４１‐１５５３ 年齢問わず。見学・体験大歓迎
●ヨーガ／ヨー水会
　 水曜日午前９時３０分～１１時 荻窪地域区民セン
ター（荻窪２‐３４‐２０） 月１５００円 坂巻�３３９１‐
６８１４ 身体を動かしてみませんか
●水泳教室／サンワスイミングクラブ
　 金曜日午前９時～１１時 杉並第十小学校温水プ
ール（和田３‐５５‐４９） 入会金２０００円、１回７００円
 佐藤�３３１３‐０４４８ 楽しく美しく泳ぐが目標です。
初心者大歓迎
●初めての気功太極拳／気楽会
　 第１・２・４水曜日午前９時３０分～１１時 荻窪体
育館武道場（荻窪３‐４７‐２） 月２０００円、１日体験
５００円 中村�・FAX３３１６‐７７６９ 初心者向けのクラス。
１１時からの研究科にも参加できます
●中高年の健康法として気功・太極拳／麻実会
　 金曜日午前１０時～１１時 阿佐谷地域区民センタ
ー（阿佐谷南１‐４７‐１７） 入会金１０００円、月２０００円
 佐久間�３３３８‐６５０４（午後６時以降） １週間に１
時間、体を動かしてみませんか
●ヨガ教室／ホームヨガ
  木曜日午前９時～１１時（月３回） 高井戸地域区
民センター（高井戸東３‐７‐５）ほか 入会金１０００
円、３カ月で４０００円 内藤�３３３４‐２３４８ 若い方から
中高年まで初心者も歓迎
●フラダンス／フラサークル・モアナ
　 火曜日午前１０時～１１時１５分ほか（月４回） 八成
区民集会所（井草１‐３‐２）ほか 入会金３０００円、
月５０００円 上島�３３９６‐６８６０ 初心者大歓迎！見学、
体験自由。楽しい会です
●リズムダンス＆ストレッチ／ドリーム
　 月曜日午前（月４回） 主にセシオン杉並（梅里
１‐２２‐３２） 入会金１０００円、月２０００円 鈴木�３３１７
‐６１５７ 体験・託児あり。心も身体もリフレッシュ
●登山／ワンゲル同友会
　 月１回例会午後７時～９時 高円寺会館（高円寺
北２‐１‐２） 入会金１０００円、月５００円 山田�・
FAX３３１３‐７１６３ 日帰りハイキングから縦走まで
●ヨガ教室／ユリの花
　 火曜日午後１時３０分～３時（月４～５回） 西荻
地域区民センター（桃井４‐３‐２） 入会金５００円、
月３０００円 重信�３４６５‐５９６４、丸山�３３９０‐５８７５ 今
流行のパワーヨガも取り入れた最良の教室！！
●バランスとリラクゼーションヨガ／そよかぜの会
　 金曜日午後２時～３時３０分 阿佐谷地域区民セ
ンター（阿佐谷南１‐４７‐１７） 入会金２０００円、１回
１０００円 中村�０９０‐２７３８‐０１３０ 健康的な体作りを
目指しませんか。体験あり
●パドルテニスクラブ／ポケット
　 月曜日午前１１時～午後１時（曜日、時間変更あり）
 上井草スポーツセンター（上井草３‐３４‐１）  
入会金１０００円、月６００円 重信�３４６５‐５９６４、�０９０‐
４１３０‐８９９９ 硬式テニスボールを使用する室内テニス
です。専属コーチが常時指導します
●手話リズムダンス／スイートピー
　 第２・４火曜日午前１０時３０分～正午 高円寺北会
議室（高円寺北３‐２５‐９） 月１０００円 蟻川�・FAX５９３２
‐７８７４ 初心者大歓迎。手話のできない人もお気軽に
●Ｍエアロビック
　 平日の午前中週２回位 永福和泉地域区民セン
ター（和泉３‐８‐１８） １回５００円 川島�５９３８‐
５９２０ エアロ初心者大歓迎
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●子供空手／翔誠館
　 土曜日午後５時３０分～７時 主に本天沼区民集
会所（本天沼２‐１２‐１０） 月３０００円 高橋�・FAX３３１２
‐７８８１ 幼稚園児から受付。保護者の方も歓迎
●やさしいヨーガ／花ずおうの会
  金曜日午前１０時～１１時３０分（月３回） 下高井戸
区民集会所（下高井戸３‐２６‐１） 入会金３０００円、
月３０００円 恒屋�・FAX３３２８‐３２７４ 心身の健康の維持、
増進を図ります。無料体験あり
●社交ダンスの研修／きさらぎ会
　 第１・２・３月曜日午後６時３０分～９時 あけぼ
の作業所（上井草４‐３‐１１） 月３０００円 野田�
３３９９‐２００８ 少しダンスのできる人を歓迎します
●ヨガ／杉の子ヨガの会
　 土曜日（月３～４回）午前９時～１１時 荻窪体育
館（荻窪３‐４７‐２） 入会金１０００円、月２４００円 松
本�５３９７‐０３５４ 血液の流れを良くし、病気にならな
い体を作ろう
●上井草太極拳クラブ
　 火曜日午後１時～３時 主に上井草スポーツセ
ンター（上井草３‐３４‐１） 入会金１０００円、月３０００
円 三戸（さんと）�・FAX３３９６‐７５１８ 楽しく練習し
ています。お気軽にどうぞ
●水泳教室／高泳会（女性）
　 火曜日午前９時～１１時（月４回・１０月５日から） 
高井戸温水プール（高井戸東３‐７‐５） 入会金
３０００円、３カ月１万円 鈴木�３３３４‐６５５８、横山�３３０２
‐５４５３ ４種目、シンクロ、水中ウォーキング。無料
体験歓迎
●健康体操、ストレッチ／昭営トリムクラブ
　 木曜日午前１０時～正午 都営集会所（久我山１‐
３） 入会金１０００円、月２０００円 村上�３３３４‐１７７０ 
無料体験あり。中高年の方、体の手入れをしませんか
●社交ダンス／パピヨンダンスサークル
　 水曜日午後１時～３時 和田会議室（和田１‐４１
‐１０） 入会金１０００円、月３８００円 佐藤�３３８２‐３９９６
 初級者を対象に楽しくダンスをしています
●社交ダンス／ダンス＆ダンス
　 ７月２・１６・２３・３０日、８月６・２０・２７日、９月
３・１０・１７・２４日午後１時～４時 久我山会館（久我
山３‐２３‐２０） １回５００円 満田�０９０‐４７４５‐８７１１、
高橋�０８０‐１１２５‐２６３３
●健康体操／トリムクラブ
　 水曜日午後１時～３時 高井戸地域区民センタ
ー（高井戸東３‐７‐５） 入会金２０００円、会費６０００
円（３カ月前納） 大森�３３３３‐８５９６ 中高年者を対
象とした無理のない体操です
●太極拳／拳心会
  水曜日午後２時～３時３０分 柳川宅（西荻南４‐
１１‐１） 入会金３０００円、 月３０００円 水野�３３０４‐９１１６
 初歩から少人数で楽しくやっています
●ストレッチ体操／ストレッチすみれ
　 第１・３土曜日午後１時～３時 荻窪体育館（荻
窪３‐４７‐２） 入会金１０００円、月２０００円 小池�
３３９１‐０２４６（午後６時以降） 無料体験あり。無理の
ないストレッチを楽しんでいる中高年です
●男女ソフトボール練習および試合／ミッツ
　 最終日曜日午後１時～５時（月１回のみ） 和泉
中学校（和泉２‐１７‐１４） 月２５０円 泉舘�３３２１‐
５７７２ 年齢は問いません。気軽におこしください
●杉並エアロビクスサークル
　 第１・３月曜日午後７時～８時３０分 主に荻窪体
育館（荻窪３‐４７‐２） 入会金１０００円、月２０００円 
佐藤�・FAX３３９５‐９３５６ 男女年齢問わず大歓迎。無料
体験レッスンあり
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【掲載対象】
　地域で自主的に行われている生涯学習・
文化・芸術・スポーツなどのサークルまた
は個人の活動で、広く一般区民を対象とし
てメンバーの募集を目的とする情報。
※次にあてはまるものは掲載できません。
�主な活動場所が区外のもの（登山・ハイ
キングなど活動の性質上やむをえないも
のを除く）
�活動内容が政治・宗教活動であるもの
�営利を目的とするもの
�多額の費用を必要とするもの
�売名行為と考えられるもの
�特定の個人または団体を 誹  謗 ・中傷する

ひ ぼう

もの
�その他公序良俗に反することなど、区が
不適当と判断したもの

�コンサート、講演会、スポーツ大会など
のイベント情報 
【申込方法】
　所定の申込書に記入の上、郵送またはフ
ァクスでお申し込みください。申込書は、
社会教育センター（梅里１‐２２‐３２）、広報
課（区役所東棟5階）にあります。また、区
ホームページからも取り出せます。
　なお、掲載内容が「スポーツ（ダンス・
健康的運動を含む）」の場合と、「生涯学習・
文化・芸術」の場合では申し込み先が異な
りますのでご注意ください。（右参照）
【掲載時期】
　申し込みの先着順に掲載しますので、掲
載時期の指定はできません。また、掲載は
紙面に余裕のある場合を除き原則として年
間１回とします。

【その他】
　掲載した内容は、区ホームページ上で、
「広報すぎなみ」インターネット版や生涯学
習情報として転載されますので、ご了解の上
お申し込みください。

「なかま集まれコーナー」へ掲載を希望する方へ（掲載申込方法のご案内）

【掲載の申込み・問合せ】

「生涯学習・芸術・文化・その他」「生涯学習・芸術・文化・その他」
…社会教育センター（〒１６６‐００１１梅里…社会教育センター（〒１６６‐００１１梅里
１‐２２‐３２１‐２２‐３２��３３１７‐６６２１３３１７‐６６２１FAXFAX３３１７‐６６２０３３１７‐６６２０））
「スポーツ（ダンス・健康的運動を含む）」「スポーツ（ダンス・健康的運動を含む）」
…社会教育スポーツ課社会体育係（住所・…社会教育スポーツ課社会体育係（住所・
電話は区役所あて・電話は区役所あて・FAXFAX５３０７‐０６９３５３０７‐０６９３））



「広報すぎなみ」は、新聞折り込みで配布しているほか、区の施設と、区内の各駅・公衆浴場・郵便局・病院などに置いてあります。「点字広報」「声の広報」のお

�������●７ 平成１６（２００４）年�月��日（水曜日）

このコーナーでは、区民の皆さんによる地域での自主的な生涯学習・文化・芸術・スポーツなどの活動がさかんになるように、ま
た皆さんがそうした活動に参加する機会が豊かになることを目的として、サークルなどのメンバーの募集情報を年４回掲載してい
ます（１・４・７・１０月の２１日号を予定）。掲載した活動の日時・場所は、会場の都合などにより変更になる場合があります。ま
た、活動について区は関与していませんので、問い合わせは、直接各掲載団体へお願いします。

＊＊＊語学
●スペイン語／Ｅｌ　ｙ　Ｌａ（エルイラ）の会
　 火曜日午後７時～９時 杉並第十小学校（和田３
‐５５‐４９） 入会金３０００円、１回５００円位 川田�・
�３３１１‐７８５６ 初心者の方が対象です
●フレンドリー英会話
　 水曜日、実用英語＝午後５時～６時３０分、中級英
会話＝午後６時３０分～８時 久我山会館（久我山３‐
２３‐２０） 月６０００円 岩淵�０８０‐１１１１‐５２１１ 資格
取得や仕事に役立つ英会話を日本人・米国人講師から
学びます。体験可
●やさしい英会話サークル／ジョイフル　イングリッ
シュ
　 第１・２・４木曜日午後１時３０分～３時 高井戸
西敬老会館（高井戸西１‐１７‐５） １回５００円 下
林�５３４０‐８２３６ ５０歳以上の方対象。簡単なあいさつ
や歌で頭の体操をします
●英会話（初級・中級）／杉英会
　 土曜日午前中（９０分間、月４回） あんさんぶる
荻窪（荻窪５‐１５‐１３） １回１５００円 薗田�・�
３３９４‐８６７６ ７月末開講予定、体験可。旅行からビジ
ネスまで
●初級英会話／紅茶と整体も楽しむ会
　 ○１ 英会話中心＝第２・４金曜日午前１０時～正午、
○２ 整体を英会話で＝第３水曜日午後６時～７時３０分
 天沼会議室（天沼２‐３０‐１０） 入会金１０００円、１
回１０００円 前川三知代�・FAX３３９５‐１３４３、�０９０‐９２９３
‐９８７３ 指導＝元米国国際センター講師
●英会話／チャレンジ
　 木曜日午前１０時～正午 主に阿佐谷会議室（阿佐
谷北２‐１８‐１７） 月５０００円程度 橋本�・FAX３３３７‐
４２９６ 英語を勉強された方対象。講師＝外国人
●英会話／ＥＳＳサークル
　 木曜日午後６時～１０時 主にあんさんぶる荻窪
（荻窪５‐１５‐１３） １回１２５０円 藤原�３３９１‐８０６６
（午後６時以降。不在時は留守電に連絡先を） ネイ
ティブの人たちと楽しく英語を学ぼう
●韓国の言葉と文化を楽しむ会／ユネの会
　 第１～３土曜日午前１０時～正午 主に阿佐谷地
域区民センター（阿佐谷南１‐４７‐１７） 月４５００円 
小林�３２２０‐７５８８ 初心者歓迎
●英会話／Ａ．Ｅ．Ｃ
　 木曜日午前１０時～１１時３０分（月４回） 八成区民
集会所（井草１‐３‐２）など（応相談） 入会金
１０００円、月６０００円 アギラー�・FAX３３９４‐８４０２ 経験
豊かなアメリカ人講師。楽しく学べます
●スペイン語／ＰＯＣＯ ａ ＰＯＣＯ
　 土曜日午後１時４５分～３時４５分（月２回） 久我
山会館（久我山３‐２３‐２０） 月２５００円 山田�・FAX３３３３
‐３３１１ ＮＨＫラジオスペイン語入門編修了程度の方
対象

＊＊＊文芸・料理・手芸
●俳句／にれ東京句会
　 第４水曜日午後１時３０分～３時３０分 主に桜上
水北会議室（下高井戸１‐２４‐１５） 月１０００円 田中
�・FAX３３０３‐１５５１ 初心者大歓迎。毎回講師の添削を
受けられます
●朗読／グループ花
　 木曜日午後２時～４時（月２回） 主に高円寺会
館（高円寺北２‐１‐２） 月３０００円 田村�・FAX３３１６
‐３３５５
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●お菓子づくり
　 相談の上決定 鈴木宅（久我山３丁目） 材料
費などの実費 鈴木�５３４６‐０９０８、�０８０‐３４０８‐２９７３
 一緒に楽しく作って学びませんか。お好きな方はぜ
ひ！
●パッチワーク／キルトの会
　 第２・４水曜日午前１０時～正午 荻窪地域区民セ
ンター（荻窪２‐３４‐２０） 入会金１０００円、月１５００円
 坂庭�・FAX３３３５‐６１７４ 家にあるハギレでバッグや
ポーチを作る

＊＊＊美術・工芸・陶芸
●水墨画／　（ぶな）の会
　 第１・３木曜日午後２時～５時 主に西荻地域区
民センター（桃井４‐３‐２） 月２０００円（必要に応
じ臨時会費） 村上�・FAX３３９９‐３５７９ 初心者大歓迎。
見学自由
●木版画／西荻木版画同好会
　 第２土曜日午前９時～午後０時３０分 西荻地域
区民センター（桃井４‐３‐２） 入会金３０００円、月
２０００円 大沢�・FAX３９２１‐３０６０ 初心者大歓迎。年賀
状講習あり。見学随時
●手描き友禅の会
　 第３金曜日午前９時４５分～１１時４５分 下高井戸
区民集会所（下高井戸３‐２６‐１） 月１０００円 猪野
野（いのや）�３３０２‐１４１５（午後５時以降） 特殊な
染料で簡単にハンカチやＴシャツに絵を描きます
●和田俳画同好会
　 第３土曜日午後１時～３時３０分 和田中学校（和
田２‐２１‐８） 月２０００円 斎藤�３３８２‐０７４７、樋口
�３３８３‐６５２７ 季節感あふれる絵を自由に描きます。
指導＝梶延穂先生
●俳画／みゆき会
　 第３水曜日午後２時～５時 セシオン杉並（梅里
１‐２２‐３２） 月２２００円 林�５９３２‐３４９８ どなた
でも簡単に楽しく描けます
●絵手紙／文絵会
　 第３水曜日午前１０時～正午 セシオン杉並（梅里
１‐２２‐３２） 月１２５０円 上田�・FAX３３３９‐８８０７ 
気楽に楽しい絵手紙を習いませんか。だれにでもすぐ
描けます
●絵手紙／コスモス
　 第１・３木曜日午後１時～５時 阿佐谷会議室
（阿佐谷北２‐１８‐１７） 入会金１０００円、月１５００円 
牛嶋�３３１３‐７６５２ 初心者大歓迎。下手がいい。下手
でいい
●押し花／虹洋（こうよう）会
　 第４火曜日午前１０時～午後４時 高井戸地域区
民センター（高井戸東３‐７‐５） 入会金２０００円、
月２０００円 宮川�３３００‐６３４４ お花の大好きな方、初
心者大歓迎
●陶芸／まんさく工房
　 火曜日午後１時～３時、土曜日午後３時～５時か
ら選択（月３回） 由井宅（西荻南２‐２‐１０） 入
会金４０００円、月６０００円 由井�５３７０‐２７５６、FAX３３３５‐
１９３１ 手びねり、電動ロクロどちらも指導可
●水彩画／樹らら
　 第１・３土曜日午後１時～４時 セシオン杉並
（梅里１‐２２‐３２）ほか 入会金１０００円、月２０００円 
鈴木�３３９１‐１０２９

＊＊＊書道・茶道・華道・着付
●楽しく書を学ぶ会
　 火曜日○１ ＝午前１０時～正午、○２ ＝午後７時３０分～
９時３０分（月２回） ○１ ＝主に阿佐谷地域区民センタ
ー（阿佐谷南１‐４７‐１７）、○２ ＝高円寺北会議室（高
円寺北３‐２５‐９） 入会金２０００円、月３０００円 井川
�３３３０‐６６６６ 競書、試験などはなくマイペースで楽
しく学べます
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●書道／香月（こうげつ）会
　 第１・３月曜日午前１０時～正午 永福和泉地域区
民センター（和泉３‐８‐１８） 月１５００円 三宅�・
FAX３３１５‐６２３３ 指導＝衣川尚香先生
●書道／書心会
　 第１・３月曜日午前１０時～正午 下高井戸区民集
会所（下高井戸３‐２６‐１） 月３０００円 田口�５９３６
‐２４９５  楷 書   、行書、草書など。初心者から上級者ま

かい しょ

で歓迎
●かな書道／錦会
　 第２・４金曜日午前１０時～、午後２時～（各２時
間）より選択 荻窪地域区民センター（荻窪２‐３４‐
２０） 月２５００円 相澤�３３９８‐８４２８ 手紙、住所、
氏名など、実用書道を勉強します
●書道／かなの会
　 第１・３木曜日午前１０時～正午 高井戸地域区民
センター（高井戸東３‐７‐５） 月２５００円 小野�
３３３５‐６１２１ 初心者、お子様連れの方歓迎します
●書道教室／わらべ会
　 火曜日午後６時～９時 方南区民集会所（方南１
‐２７‐８） 入会金３０００円、月５０００円 青木�３３２８‐
０３３９ 子供から大人まで。資格も習得できます
●茶道（裏千家）／菜月会
　 第２・４火曜日午後１時～５時 荻窪地域区民セ
ンター（荻窪２‐３４‐２０） 月４５００円 高橋�・FAX３３９８
‐５２８３ 初心者・見学大歓迎。お濃茶も楽しんでいま
す
●フラワーアレンジメント／エマイユ
　 木曜日午後８時～（時間応相談、月１～２回） ス
タジオ　マーレ（松庵３‐４１‐１） 入会金・道具代５０００
円、１回５０００円（材料費含） 齋藤�・FAX３３０１‐９４７７ 造
花・生花ご希望の素材で材料別に指導します
●華道／小原流ハナミズキの会
　 水曜日午後１時～５時（月３回） 高円寺会館
（高円寺北２‐１‐２） 月４０００円 高橋�５９３２‐
８９７５ 人の輪、花の輪。初心者大歓迎
●着付け＆帯手前（茶道）／みやび会
　 第１・３水曜日、○１ 着付け＝午後１時３０分～３時
３０分○２ 茶道＝午後４時～５時３０分 セシオン杉並（梅
里１‐２２‐３２） 入会金２０００円、○１ ＝１回６００円、○２ 
＝１回７００円 泉�３３１１‐９１０７

＊＊＊舞踊・音楽
●日本舞踊／わかくさ会
　 水曜日の午後１時間程度（月４回、他の曜日も応
相談） 荻窪地域区民センター（荻窪２‐３４‐２０） 
月３０００円 藤見�０７０‐６６４６‐９７２１、Ｅメールhirowaka 
243@nifty.com 短い曲をグループで楽しくお 稽  古 し

けい こ

ます。個人指導も応相談
●創作舞踊（新舞踊・民踊）／賀々実会
　 金曜日午後１時～５時 西荻地域区民センター
（桃井４‐３‐２） 入会金２０００円、月３０００円 野中
�３３３２‐１３２３、菊谷�３３３４‐３９５７ 初心者大歓迎、見
学自由、個人指導可、舞台出演有り
●ラテンボーカル教室／エストレジータ
　 第１・３月曜日午後７時～８時３０分 主に阿佐谷
地域区民センター（阿佐谷南１‐４７‐１７） 入会金
１０００円、月４０００円 林�・FAX３２６０‐０７５５ ピアノ伴奏
でラテン・ポピュラーを歌います
●ウクレレ演奏と歌／アロハ　ウクレレ
　 第１・３木曜日午後７時～９時 永福和泉地域区
民センター（和泉３‐８‐１８） 入会金１０００円、月
１５００円 古舘�５９３０‐３２９４ 講師＝井上高先生。初心
者歓迎
●ジャズ・ポピュラーピアノ教室
　 月２～４回、１回４５分（応相談） 佐藤宅（下高
井戸４‐４３‐２２） １回３０００円（月払い） 佐藤�・
FAX３３０４‐６８２４ 個人レッスンです。初心者、中高年大
歓迎

時 場
費 問

他

時 場
費 問

他

時
場

費 問 他

時 場
費 問

他

時 場
費 問

他

時 場
費 問

他

時 場
費

問 他

時 場
費 問

他

時
場

費
問

時
場 費
問

他

時 場
費 問

他

時 場
費

問 他

時 場
費

問 他

時 場
費 問

他
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平成１６（２００４）年�月��日（水曜日）

●
冒
険
遊
び
場 

サ
マ
ー
・
イ
ベ
ン
ト

　

木
に
登
る
、
木
を
切
る
、
泥

ん
こ
に
な
る
、
火
と
仲
良
し
に

な
る
な
ど
の
体
験
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
は
生
き
る
力
を
身

に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
遊
び
に
来
て
夏
休
み

の
思
い
出
を
作
っ
て
く
だ
さ

い
。（
区
後
援
）

　
 

・ 

左
表
の
と
お
り 

塚

山
公
園
（
下
高
井
戸
５
―　

―
２３

　

） 

無
料 

当
日
、
直
接
会

１２場
へ 

杉
並
冒
険
遊
び
場
実
行

委
員
会
・
檜
谷
（
じ
っ
ち
ゃ
ん
）

�
０
９
０
‐
１
８
５
５
‐
５
５

時

内

場

費

申

問

６
０
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示

板h
ttp
://8
0
0
9
.te
a
c
u
p
.

c
o
m
/b
o
u
k
e
n
a
s
o
b
ib
a
/

b
b
s

Ｅ
メ
ー
ルa

s
o
b
ib
a
@

o
ra
n
g
e
.liv
e
d
o
o
r.c
o
m

 

汚
れ
て
も
い
い
服
装
と
着
替

え
、
飲
物
、
お
弁
当
、
や
り
た

い
遊
び
の
道
具
、
焼
き
た
い
食

べ
も
の
な
ど
自
由
に
お
持
ち
く

だ
さ
い

「
世
界
の
教
科
書
に
み

る
日
本
」
展

　

日
本
の
社
会
や
文
化
、
日
本

人
が
世
界
各
国
の
教
科
書
の
中

で
ど
の
よ
う
に
教
え
ら
れ
て
い

る
か
、
実
際
の
教
科
書
や
パ
ネ

ル
な
ど
の
展
示
で
す
。

　
 

８
月
２
日 

〜
８
日 

午

前　

時
〜
午
後
６
時 

産
業
商

１０
工
会
館
（
阿
佐
谷
南
３
―
２
―

　

） 

無
料 

当
日
、
直
接
会

１９場
へ 

教
育
委
員
会
事
務
局
庶

務
課 

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い

●
青
空
の
会 

楽
し
く
歩
き
ま
専
科

　
 

８
月
５
日
�
午
前　

時
１０

（
集
合
）
〜
正
午 

集
合
場
所

＝
上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー
（
上

井
草
３
―
８
―　

） 

コ
ー
ス

１９

＝
上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー→

井
草
八
幡
宮→

善
福
寺→

善

福
寺
公
園
上
池→

善
福
寺
公

園
下
池
（
解
散
） 

五
�
以
上

歩
け
る
方 

無
料 

当
日
、
直

他
時

（月）

（日）

場

費

申

問他
時

場
内

対

費

申

接
集
合
場
所
へ 

上
井
草
保
健

セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
４
‐
１
２

１
２ 

各
自
自
己
責
任
で
ご
参

加
く
だ
さ
い

御
岳
山
に
日
本
固
有
種

レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ
を
た

ず
ね
て

　
 

８
月　

日 

午
前　

時
〜

１８

１０

午
後
３
時
ご
ろ
（
現
地
解
散
・

区
後
援
） 

集
合
場
所
＝
Ｊ
Ｒ

青
梅
線
御
嶽
駅
改
札
口 

ロ
ッ

ク
ガ
ー
デ
ン
、
綾
広
の
滝
を
め

ぐ
る
観
察
会
（
健
脚
向
き
） 

四
〇
名
（
抽
選
） 

五
〇
〇
円

（
保
険
料
・
資
料
代
）、
交
通
費

は
各
自
負
担 

往
復
ハ
ガ
キ

（
記
入
例
参
照
・
連
名
可
）
で
、

７
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
公

３０

園
緑
地
課
み
ど
り
の
計
画
係
へ

 

み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
杉

並
・
自
然
観
察
の
会
�
０
９
０
‐

６
７
１
９
‐
３
５
１
６
（
午
後

時
以
降
）

●
杉
並
区
肢
体
不
自
由
児
者

父
母
の
会 

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

　

か
わ
い
い
手
作
り
品
、雑
貨
、

小
物
な
ど
掘
り
出
し
も
の
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。（
区
後
援
）

　
 

８
月
７
日 

正
午
〜
午
後

５
時
（
雨
天
決
行
） 

パ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
内
ジ
ャ
ー
ト
ア
サ
ガ

ヤ
ビ
ル
一
階
（
阿
佐
谷
南
１
―

　

―　

） 

当
日
、
直
接
会
場

１４

２０

へ 

杉
並
区
肢
体
不
自
由
児
者

問

他
時

（水）

場

内

定

費

申

問
時

（土）

場

申

問

父
母
の
会
・
高
藤
�
５
３
７
０
‐

５
８
９
６

 
●
郷
土
博
物
館 

夏
休
み
子
ど
も
向
け
企
画

◇
糸
つ
む
ぎ
体
験

　

杉
並
で
も
明
治
の
こ
ろ
に
養

蚕
を
し
た
り
綿
を
作
っ
た
り
し

て
い
ま
し
た
。
夏
休
み
に
糸
つ

む
ぎ
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
つ
む
い
だ
糸
は
持
ち
帰
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
 

８
月　

日 

・　

日 

午

２２

２４

前
９
時
〜
正
午 

郷
土
博
物
館

 

①
杉
並
の
養
蚕
に
つ
い
て
の

お
話
と
博
物
館
の
養
蚕
関
係
資

料
見
学
②
糸
つ
む
ぎ
体
験 

東

京
農
工
大
学
工
学
部
付
属
繊
維

博
物
館
専
任
教
官
・
田
中
鶴
代

ほ
か 

区
内
在
住
・
在
学
の
小

学
四
年
生
〜
中
学
生
と
そ
の
保

護
者 

各
日
一
〇
組
（
抽
選
）

 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入

例
参
照
）
に
学
年
と
希
望
す
る

日
、保
護
者
の
氏
名
も
書
い
て
、

８
月
５
日
（
必
着
）
ま
で
に
郷

土
博
物
館
へ

◇
自
由
研
究
相
談
会
（
後
期
）

　

夏
休
み
の
自
由
研
究
の
テ
ー

マ
を
「
杉
並
の
歴
史
や
文
化
」

に
し
た
い
方
の
相
談
会
を
行
い

時

（日）

（火）

場

内

師

対定

費

申

ま
す
。

　
 

８
月　

日 

〜　

日 

午

２６

２８

前　

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

１０
３
時 

郷
土
博
物
館 

小
学
生

〜
高
校
生 

無
料 

当
日
、
直

接
会
場
へ 

事
前
に
希
望
日
と

相
談
事
項
を
ハ
ガ
キ
・
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
で
連
絡
い
た
だ
け
れ

ば
、
よ
り
詳
し
く
相
談
を
受
け

ま
す

☆

　
 

・ 

郷
土
博
物
館
（
〒　
１６８

‐
０
０
６
１
大
宮
１
―　

―
８

２０

�
３
３
１
７
‐
０
８
４
１　

３
FAX

３
１
７
‐
１
４
９
３
）
へ

理
科
自
由
研
究
の
相
談
会 

―
夏
の
理
科
の
自
由
研
究
は

お
ま
か
せ
く
だ
さ
い

　
 

７
月　

日 

〜　

日 

午

２６

３１

前
９
時
〜
午
後
５
時 

科
学
館

（
清
水
３
―
３
―　

） 

区
内

１３

在
住
・
在
学
の
小
学
生
・
中
学

生 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場

へ
（
先
着
順
） 

科
学
館
�
３

３
９
６
‐
４
３
９
１

時

（木）

（土）

場

対

費

申

他

申

問

時

（月）

（土）

場
対

費

申

問

●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢・性別も記入

〈郵便ハガキ〉

○１ 行事名

○２ 住所

○３ 氏名（フリガナ）

○４ 年齢　○５ 性別

○６ 電話番号

（原則１人１枚）

入

例

記

●
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
演

奏
会 

「
タ
ン
ゴ
・
エ
モ
ー
シ

ョ
ン
」

　

哀
愁
の
旋
律
と
情
熱
の
リ
ズ

ム
が
織
り
成
す
タ
ン
ゴ
の
世
界

を
ご 
堪  
能 
く
だ
さ
い
。

た
ん 
の
う

　
 
　

月　

日 

第
一
回
＝
午

１１

２７

後
２
時　

分
開
演
、
第
二
回
＝

３０

６
時
開
演
（
い
ず
れ
も
三
〇
分

前
開
場
） 

セ
シ
オ
ン
杉
並（
梅

里
１
―　

―　

） 

出
演
＝
エ

２２

３２

ン
リ
ケ
・
ク
ッ
テ
ィ
ー
ニ
楽
団

▽
曲
目
＝「
エ
ル
・
チ
ョ
ク
ロ
」、

「
リ
ベ
ル
・
タ
ン
ゴ
」、「
ラ
・

ク
ン
パ
ル
シ
ー
タ
」
ほ
か 

三

〇
〇
〇
円
（
全
席
指
定
・
会
員

割
引
有
）
▽
チ
ケ
ッ
ト
発
売
開

始
＝
７
月　

日 

午
後
１
時

２３

●
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル 

 
天 
狗
   

の
か
く
れ
里

て

ん
 
ぐ

　
 

８
月　

日 

午
後
４
時
開

２５

演
（
３
時　

分
開
場
） 

セ
シ

３０

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

 

出
演
＝
劇
団
ふ
る
さ
と
き
ゃ

ら
ば
ん 

子
ど
も
（
５
歳
〜
高

校
生
）
二
三
〇
〇
円
、
大
人
二

八
〇
〇
円
（
当
日
は
五
〇
〇
円

増
、
全
席
自
由
） 

「
地
球
を

想
う
心
を
育
て
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
実
行
委
員
会
子
ど
も
文
化

Ｎ
Ｐ
Ｏ　

Ｍ
・
Ａ
・
Ｔ
�
３
３

９
７
‐
５
１
５
２☆

【
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
窓
口
】
○１
 

時

（土）

場

内

費

（金）

時

（水）

場

内

費

問

文
化
・
交
流
協
会
文
化
係
（
上

荻
３
―　

―
５
杉
並
会
館
内
）

２９

＝
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
○２
 

区
役

所
一
階
コ
ミ
ュ
か
る
シ
ョ
ッ
プ

＝
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
○３
 
３０

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
＝
開
館
日

の
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

●
日
本
フ
ィ
ル
メ
ン
バ
ー
に

よ
る 

　

歳
か
ら
の
楽
器
教
室

６０◇
２
０
０
３
年
生
修
了
発
表
会

　

一
年
間
の
成
果
を
日
本
フ
ィ

ル
楽
団
員
に
よ
る
講
師
陣
と
と

も
に
発
表
し
ま
す
。

　
 

８
月
５
日 

午
後
２
時
開

演
（
１
時　

分
開
場
） 

セ
シ

３０

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

 

バ
イ
オ
リ
ン
・
チ
ェ
ロ
・
フ

ル
ー
ト
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
演

奏 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場

へ 

文
化
・
交
流
協
会
文
化
係

�
５
３
１
１
‐
７
０
３
５

◇
２
０
０
４
年
生
募
集

　

日
本
フ
ィ
ル
楽
団
員
に
楽
器

を
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
楽
器

を
通
し
て
仲
間
と
と
も
に
音
楽

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
 

右
下
表
の
と
お
り
（
計
二

〇
回
） 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅

里
１
―　

―　

） 

バ
イ
オ
リ

２２

３２

時

（木）

場

内
費

申

問時

場

内

ン
、
チ
ェ
ロ
、
フ
ル
ー
ト
、
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
レ
ッ
ス
ン
（
教

室
修
了
後
発
表
会
を
開
催
） 

区
内
在
住
・
在
勤
の　

歳
以
上

６０

で
一
年
間
を
通
し
て
参
加
で
き

る
方 

各
楽
器
一
〇
名（
抽
選
）

 

四
万
四
〇
〇
〇
円
（
テ
キ
ス

ト
代
を
含
む
／
初
回
レ
ッ
ス
ン

時
に
一
括
払
い
） 

往
復
ハ
ガ

キ
（
記
入
例
参
照
）
に
希
望
楽

器
、
楽
器
歴
、
在
勤
の
方
は
在

勤
先
も
書
い
て
、８
月　

日（
必

２３

着
）
ま
で
に
日
本
フ
ィ
ル
「
楽

器
教
室
係
」（
〒　

‐
０
０
１
１

１６６

梅
里
１
―
６
―
１
）へ 

文
化
・

交
流
協
会
文
化
係
�
５
３
１
１

‐
７
０
３
５ 

楽
器
は
各
自
で

用
意
（
有
料
で
楽
器
を
レ
ン
タ

ル
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
）

●
阿
佐
ケ
谷
バ
リ
舞
踊
祭 

海
を
渡
る
祝
祭

　

神
社
の
境
内
で
バ
リ
島
の
お

祭
り
芸
能
を
完
全
再
現
し
ま

す
。
ガ
ム
ラ
ン
の
生
演
奏
や
沖

縄
・
八
重
山
の
う
た
と
踊
り
も

特
別
参
加
し
ま
す
。

　
 

８
月
７
日 

・
８
日 

午

後
５
時　

分
開
演
（
４
時　

分

３０

３０

開
場
） 

神
明
宮
（
阿
佐
谷
北

１
―　

―
５
／
雨
天
の
場
合
は

２５

境
内
神
楽
殿
） 

無
料 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

パ
ノ
ラ
マ
★
ア

ワ
ー
�
５
３
７
０
‐
６
７
２
３ 対

定

費

申

問

他

時

（土）

（日）

場

費

申

問

〈６０歳からの楽器教室〉
日程（予定）楽器

９月１２日（日）、１０月９日（土）・
２８日（木）、１１月４日（木）・１８日（木）、
１２月４日（土）・１５日（水）

バイオリン
クラリネット

９月２１日（火）、１０月１３日（水）・
２９日（金）、１１月１３日（土）・２６日（金）、
１２月８日（水）・２０日（月）

チェロ
フルート

（注）１．１７年１月以降は未定。２．時間はい
ずれも、午後１時～５時の間の２時間。

〈冒険遊び場〉
内容時間月日

水遊びと基地づくり＋い
つもの活動

午前１０時～午後５時
（７月２６日（月）、８月２２
日（日）は午後４時まで）

７月２５日（日）・２６日（月）、
８月１９日（木）・２０日（金）・
２１日（土）・２２日（日）

夜のおちゃかい？～火を
囲んで冒険遊び場懇談会午後６時～８時８月２０日（金）

森の映画会午後６時１５分ごろ～
（６時開場）８月２１日（土）

※暗くなった場合、保護者同伴または必ず送迎をお願いします。 

���������������������������������������������������������������������������

◆リサイクルひろば高井戸・８月の講習会◆
申込み定員日　時講習会名

電話で
先着

各１０名１４日�
�午後１時～�２時３０分～包丁とぎを習おう

１５名２日�午後１時～３時３０分はぎれからポーチ

１０名１５日�午後１時３０分～３時
３０分手すきハガキの枠作り

（注）１．申し込み・問い合わせは、リサイクルひろば高井戸（高井戸東３‐
７‐４�３３３１‐４３６０）へ。水・木曜休館。２．費用は無料。３．募集人数
に満たない場合は中止する場合もあります。

▲エンリケ・
クッティーニ

▲楽器教室２００２年生修了発表会

区民等の意見提出手続き
を予定しています

�案の名称＝杉並区基本計画・実施計画お
よびスマートすぎなみ計画の改定素案
�意見などの提出期間
　８月１日�～８月３１日�
※概要は「広報すぎなみ」８月１日号（特集
号）、区ホームページに掲載します。

 企画課問

自 治 基 本
条例による



�������●９

〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１６（２００４）年�月��日（水曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

�

�

�

�

����������������������������������������������������������������
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ロ
ボ
ッ
ト
教
室
（
初
級

Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
）

　

ロ
ボ
ッ
ト
キ
ッ
ト
に
よ
る
ロ

ボ
ッ
ト
の
作
成
、
操
作
な
ど
の

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
初
心
者
向
け
の
コ

ー
ス
で
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
キ
ッ
ト

は
お
貸
し
し
ま
す
。

　
 

初
級
Ａ
コ
ー
ス
＝
９
月
４

日 

・
８
日 

・　

日 

▽
初

１１

級
Ｂ
コ
ー
ス
＝
９
月　

日
�
・

１５

　

日 

・　

日 

（
各
コ
ー
ス

２２

２５

三
日
間
）／
時
間
は
い
ず
れ
も
、

水
曜
日
＝
午
後
３
時
〜
６
時
、

土
曜
日
＝
午
前
９
時　

分
〜
午

３０

後
０
時　

分 

科
学
館 

パ
ソ

３０

コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る
区

内
在
住
・
在
学
で
三
年
生
以
上

の
小
学
生
（
中
学
生
も
可
） 

三
〇
名 

○１
 

区
内
小
・
中
学
校

の
方
は
学
校
を
通
じ
て
募
集
し

ま
す
○２
 

そ
れ
以
外
の
方
は
、
往

復
ハ
ガ
キ（
８
面
記
入
例
参
照
）

に
学
校
名
・
学
年
も
書
い
て
、

７
月　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で

３１

に
科
学
館
（
〒　

‐
０
０
３
３

１６７

清
水
３
―
３
―　

）
へ 

同
館

１３

�
３
３
９
６
‐
４
３
９
１

紙
す
き
体
験
教
室

　

押
し
花
や
草
を
入
れ
た
自
分

だ
け
の
手
す
き
ハ
ガ
キ
を
作
り

ま
す
。

時（土）

（水）

（土）

（水）

（土）
場

対

定

申

問

　
 

８
月　

日 

午
後
１
時
〜

１３

４
時 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・

第
一
〜
三
教
室
（
荻
窪
５
―　
１５

―　

） 

昔
の
智
恵
を
い
か
す

１３
会 

区
内
在
住
で
小
学
四
年
生

以
上
の
方 

二
〇
名
（
抽
選
）

 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
８
面

記
入
例
参
照
）で
、７
月　

日
ま

３０

で
に
消
費
者
セ
ン
タ
ー（
〒　

‐
１６７

０
０
５
１
荻
窪
５
―　

―　

あ

１５

１３

ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
）
へ 

同
セ

ン
タ
ー
�
３
３
９
８
‐
３
１
４

１●
夏
休
み
自
由
研
究 

善
福
寺
池
の
生
き
物
調
べ

　

簡
単
な
水
質
検
査
や
、
池
の

中
に
い
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
魚

の
観
察
を
し
ま
す
。（
区
後
援
）

　
 

８
月
１
日 

午
前　

時
〜

１０

午
後
２
時 

集
合
場
所
＝
善
福

寺
池
ボ
ー
ト
乗
り
場
前
（
善
福

寺
３
―　

） 

小
学
生
以
上
の

１８

方 

二
五
名 

五
〇
〇
円
（
お

に
ぎ
り
付
き
） 

・ 

電
話
で
、

善
福
寺
川
探
検
実
行
委
員
会
�

５
３
７
７
‐
１
０
７
０
へ
（
先

着
順
）

南
伊
豆
自
然
ア
ー
ト
教
室

　

自
然
い
っ
ぱ
い
の
南
伊
豆
で

集
め
た
素
材
を
生
か
し
、
ハ
ガ

キ
や
し
お
り
、
貝
細
工
な
ど
の

作
品
づ
く
り
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
夏
休
み
に
南
伊
豆
に

お
越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
 

７
月　

日 

〜
８
月　

日

２４

１６

 

ま
で
の
月
・
木
・
金
・
土
・

日
曜
日
、
午
前
の
部
＝
９
時　
３０

分
〜
正
午
・
午
後
の
部
＝
１
時

　

分
〜
４
時 

南
伊
豆
健
康
学

３０園
（
静
岡
県
賀
茂
郡
南
伊
豆
町

湊
７
８
１
） 

海
藻
押
し
葉（
ハ

ガ
キ
・
し
お
り
）、
貝
細
工
（
写

真
立
て
な
ど
）、
竹
細
工
（
竹
と

時

（金）

場
師

対

定

費

申

問

時

（日）

場
対

定

費
申

問

時

（土）

（月）

場
内

ん
ぼ
・
笛
な
ど
） 

材
料
費
五

〇
円
、保
険
料
五
〇
円 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

南
伊
豆
健
康
学

園
�
０
５
５
８
‐
６
２
‐
２
１

６
５ 

材
料
の
数
に
よ
り
人
数

制
限
を
も
う
け
る
事
が
あ
り
ま

す夏
休
み
子
供
パ
ソ
コ
ン

教
室
＆
実
験
教
室

　
 

８
月
５
日 

・
６
日 

午

後
１
時
〜
３
時　

分（
区
後
援
）

５０

 

杉
並
学
院
（
阿
佐
谷
南
２
―

　

―　

） 

パ
ソ
コ
ン
教
室
＝

３０

１７

○１
 

使
い
方
○２
 

マ
ウ
ス
で
絵
を
書

く
▽
実
験
教
室
＝
○１
 

紙
コ
ッ
プ

ス
ピ
ー
カ
ー
作
り
○２
 

手
作
り
ロ

ボ
ホ
タ
ル
で
ホ
タ
ル
を
呼
ぼ
う

 

区
内
在
住
・
在
学
の
小
学
五
・

六
年
生
（
保
護
者
同
伴
可
） 

二
〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、

杉
並
学
院
�
３
３
１
６
‐
３
３

１
１
へ
（
先
着
順
）

Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養

成
講
座

　

パ
ソ
コ
ン
や
、
Ｉ
Ｔ
活
用
に

関
す
る
相
談
や
サ
ポ
ー
ト
、
講

習
会
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
な
ど
を

行
う
Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
、
地
域
で
活
動
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
講
座
で
す
。
パ
ソ
コ

ン
の
使
い
方
だ
け
で
な
く
、
生

活
を
楽
し
く
便
利
に
し
た
り
、

社
会
参
加
に
役
立
て
る
方
法
な

ど
を
教
え
た
り
、
サ
ポ
ー
ト
活

動
を
行
う
人
を
養
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
受
講
後
は
、
講
習
会

や
パ
ソ
コ
ン
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

の
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
く

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
 

９
月
２
日 

・
６
日 

・

９
日 

・　

日 

午
後
２
時
〜

１３

５
時
（
計
四
回
） 

西
荻
地
域

区
民
セ
ン
タ
ー
（
桃
井
４
―
３

―
２
） 

パ
ソ
コ
ン
・
イ
ン
タ

費

申

問

他
時

（木）

（金）

場

内

対

定

費

申

問

時

（木）

（月）

（木）

（月）
場

内

ー
ネ
ッ
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

基
礎
や
技
術
、
サ
ポ
ー
ト
活
動

の
実
際
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る

と
き
の
ポ
イ
ン
ト 

区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の　

歳
以
上

２０

の
方
で
日
常
的
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や
メ
ー
ル
を
利
用
し
て
い

る
方 

一
〇
名
（
抽
選
） 

二

万
二
〇
〇
〇
円
（
テ
キ
ス
ト
代

を
含
む
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
８

面
記
入
例
参
照
）
に
、
昼
間
の

連
絡
先
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の

有
無
、
在
勤
・
在
学
の
方
は
勤

務
先
・
学
校
名
を
書
い
て
、
８

月
４
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
〒　

‐
０
０
２
２
下
井
草

１６７

５
―　

―　

井
荻
書
店
ビ
ル
三

１８

１５

階
）
へ 

さ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

�
５
３
０
３
‐
６
５
４
０
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w
w
w
.

s
a
ra
-p
ro
je
c
t.o
r.jp
/

障
害
者
の
た
め
の
パ
ソ

コ
ン
講
習
会

　
 

・ 

・ 

右
下
表
の
と
お

り 

障
害
者
福
祉
会
館 

民
間

会
社
の
派
遣
講
師 

区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
で　

歳
以
上

２０

の
障
害
の
あ
る
方 

各
コ
ー
ス

九
名 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ

（
８
面
記
入
例
参
照
）
に
○１
 

〜

○４
 

の
い
ず
れ
か
の
講
座
名
、
配

慮
が
必
要
な
障
害
の
状
況
、
区

対

定

費

申
問

時

内

費

場

師

対
定

費

申

外
在
住
者
は
勤
務
先
ま
た
は
学

校
名
・
所
在
地
、
○４
 

に
応
募
す

る
方
は
手
話
歴
も
書
い
て
、
８

月　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

１２
障
害
者
福
祉
会
館
運
営
協
議
会

事
務
局
（
〒　

‐
０
０
７
２
高

１６８

井
戸
東
４
―　

―
５
）
へ 

同

１０

事
務
局
�
３
３
３
２
‐
６
１
２

１　

３
３
３
５
‐
３
５
８
１

FAX
●
た
ば
こ
を
や
め
る
夏
休
み 

禁
煙
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

　

た
ば
こ
を
や
め
た
い
の
に
や

め
ら
れ
な
い
、
や
め
て
み
よ
う

か
な
と
思
っ
て
い
る
、
そ
ん
な

あ
な
た
の
健
康
を
見
つ
め
直
し

禁
煙
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。　

　
 

・ 

・ 

８
月　

日 

＝

１３

た
ば
こ
の
や
め
方
、
ニ
コ
チ
ン

依
存
度
チ
ェ
ッ
ク
、　

日 

＝

１６

ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
東

京
医
科
大
学
病
院
精
神
科
医

師
・
山
城
尚
人
）
／
時
間
は
い

ず
れ
も
、
午
後
１
時　

分
〜
３

３０

時　

分 

和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー

３０
（
和
泉
４
―　

―
６
） 

二
〇

５０

名 

・ 

電
話
で
、
和
泉
保
健

セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
３
‐
９
３

３
１
へ
（
先
着
順
）

問

時

内

師

（金）（月）

場

定

申

問

●
介
護
者
教
室 

元
気
に
ど
ん
ど
ん
外
に

出
よ
う
！
―
身
体
に
合
っ

た
用
具
の
選
び
方

　

足
や
腰
が
痛
く
て
、
外
出
が

お
っ
く
う
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。

　

つ
え
や
歩
行
器
の
選
び
方
な

ど
を
、
用
具
を
ご
覧
い
た
だ
き

な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。

　
 

８
月
５
日 

午
後
２
時
〜

４
時 

上
荻
窪
会
議
室
（
上
荻

３
―　

―
６
上
荻
窪
敬
老
会
館

１６

一
階
） 

無
料 

・ 

電
話
で
、

ケ
ア　

上
荻
�
５
３
０
３
‐
６

２４

８
５
１
へ

●
家
族
介
護
教
室 

訪
問
診
療
に
つ
い
て 

―
遠
く
の
外
来
よ
り
近
く
の

主
治
医

　
 

７
月　

日 

午
後
１
時　

３１

３０

分
〜
３
時 

和
田
ふ
れ
あ
い
の

家
（
和
田
３
―　

―
４
） 

区

５２

内
在
住
・
在
勤
の
方 

二
〇
名

 

無
料 

・ 

電
話
で
、
和
田

ふ
れ
あ
い
の
家
�
３
３
１
２
‐

９
５
５
６
へ

時

（木）

場
費

申

問

時

（土）

場

対

定

費

申

問

〈障害者のためのパソコン講習会〉
教材費内容月日講座名

２０００円

パソコン基本操作、
文書作成、案内チラ
シの作成、ホームペ
ージの閲覧、メール
の送受信など

９月６日（月）
～９日（木）

○１ 基礎・活用
講習会

１０００円
ワードの基本操作、
案内チラシの作成、
ホームページの閲
覧、メールの送受信
など

９月１３日（月）
・１４日（火）○２ Ａコース

活
用
講
習
会 １０００円９月１５日（水）

・１６日（木）○３ Ｂコース

２０００円

手話で学ぶパソコン
講習。ホームページ
の基本操作・セキュ
リティ、案内チラシ
の作成、メールの送
受信など

９月１日（水）
～３日（金）・
５日（日）

○４ 手話のでき
る聴覚障害者
向け講習会
（活用コース）

（注）１．○２ ～○４ は、文字入力ができる方に限ります。２．時間
はいずれも、午前１０時～午後４時。

土曜日のパパママ学級
８月２８日（土）午後１時～４時

荻窪保健センター（〒１６７‐００５１荻
窪５‐２０‐１�３３９１‐００１５）
　【対象】区内在住で当日妊娠２８週以上の初
産のカップル２６組【参加費】無料【申込み】
往復ハガキに２人の氏名・住所・電話番号・
出産予定日、返信用のあて先を書いて、８月
１３日 （必着）までに同保健センターへ
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
　

月　

日 

・　

日 

に

１０

１６

１７

開
催
す
る
環
境
博
覧
会
に
向

け
て
、「
す
ぎ
な
み
環
境
賞
」

を
設
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
環
境
に
貢
献

し
た
方
々
を
表
彰
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
環
境
を
考
え
、

行
動
す
る
き
っ
か
け
に
な
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま

す
。

　

私
た
ち
は
、
使
い
捨
て
容

器
や
、
レ
ジ
袋
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
を
大
量
消
費
し
、

大
量
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る
生

活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
ご
み
の
処
理
や
リ
サ

イ
ク
ル
に
多
額
の
税
金
が
使

（土）

（日）

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

ご
み
が
少
し
で
も
出
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に
、
ご
み
と

な
り
そ
う
な
も
の
を
買
わ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
事

で
す
。

　

「
す
ぎ
な
み
環
境
賞
」
で

は
、
過
剰
な
包
装
の
品
物
は

買
わ
な
い
こ
と
を
テ
ー
マ
の

一
つ
と
し
て
、
全
国
へ
発
信

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
ご
み
ま
で
買
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？
」
を
合
い
言

葉
に
、
ご
み
減
量
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

　
 

清
掃
管
理
課
ご
み
減
量

担
当 問

　日々の育児には不安やわからないことが
たくさんあります。
　子どもが言うことを聞かなかったり、思う
ように行動してくれなかったら、子どもの悪
いところだけが目に付き、つい手が出てしま
ったり、きつい言葉を言ってしまったりする
こともあるでしょう。
　もし、自分が疲れて余裕がなくなってしま
っているとき、まず自分の気持ちや悩みを話
してみてください。話すことで自分の気持ち
が整理できて、落ち着くこともあります。
　ゆうラインは、子どもと家庭に関するいろ
いろな相談を受けています。ひとりで悩ま
ず、気軽に相談してください。

児童青少年センター（ゆう杉並）
相談時間

火曜日～土曜日
午前９時～午後５時

第２・４火曜日
午後２時～５時

児童精神科
医相談日

第１・３木曜日
午前１０時～正午

親と子の心
相談日

相談専用電話

�３３９３‐４７１１

◆お気軽にご相談ください◆

就 労 相 談
　毎週火曜日午後１時～５時（予約優先
制。１人約５０分）【場所】産業振興課相談
室（区役所西棟１０階）
　【対象】区内在住・在勤・在学の方【費
用】無料（職業適性検査を希望する方は、
実費負担有）【申込み・問合せ】産業振興
課就労支援担当



������� ●１０

杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１６（２００４）年�月��日（水曜日）
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● 

浴
風
会
・ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
陽
園
、

第
三
南
陽
園 

契
約
職
員

　
 

職
種
＝
○１
 

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー

○２
 

清
掃
員
▽
勤
務
形
態
＝
○１
 

四

交
代
制
○２
 

早
番
（
午
前
７
時　
３０

分
〜
午
後
４
時
）、
日
勤
（
午
前

９
時
〜
午
後
５
時　

分
）、遅
番

３０

（
午
前　

時　

分
〜
午
後
７

１０

３０

時
）
▽
勤
務
内
容
＝
○１
 

利
用
者

の
介
護
業
務
全
般
○２
 

主
に
フ
ロ

ア
の
清
掃
業
務
▽
資
格
＝
○１
 

ヘ

ル
パ
ー
２
級
以
上
、　

歳
程
度

３５

ま
で
○２
 
　

歳
程
度
ま
で
、
ヘ
ル

５０

パ
ー
２
級
尚
可
▽
募
集
人
数
＝

○１
 

一
〇
名
程
度
○２
 

五
名
程
度
▽

給
与
＝
○１
 

月
額
一
九
万
七
〇
〇

〇
円
〜
二
三
万
六
五
〇
〇
円
○２
 

月
額
一
四
万
四
九
〇
〇
円
〜

（
交
通
費
別
途
支
給
） 

履
歴
書

と
資
格
証
明
書
を
郵
送
で
、
第

三
南
陽
園
（
〒　

‐
０
０
７
１

１６８

高
井
戸
西
１
―　

―
１
）
へ 

１２

同
園
�
３
３
３
４
‐
２
１
９
３

区
営
住
宅
（
家
族
向 

あ
き
家
）
の
入
居
者

　
 

募
集
戸
数
＝
一
戸
。
他
に

あ
き
家
が
生
じ
た
場
合
も
合
わ

せ
、
補
欠
者
を
若
干
名 

申
込

資
格
＝
○１
 

区
内
に
引
き
続
き
二

年
以
上
居
住
す
る
成
年
者
で
、

そ
の
こ
と
が
住
民
票
な
ど
で
証

明
で
き
る
こ
と
○２
 

同
居
親
族
が

い
る
こ
と
○３
 

得
が
定
め
ら
れ
た

（福）内

申

問

内

対

基
準
内
で
あ
る
こ
と
�
現
在
、

住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
／
そ

の
他
に
も
資
格
要
件
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
申
し
込
み
の
し

お
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い 

申
込

用
紙
配
布
期
間
・
場
所
＝
７
月

　

日 

〜　

日 

（
休
業
日
を

２１

３０

除
く
）
に
、
住
宅
課
（
区
役
所

西
棟
五
階
）、
福
祉
事
務
所
、
区

民
事
務
所
・
分
室
、
駅
前
事
務

所
で
配
布
し
ま
す
（
区
役
所
で

は
夜
間
と
休
日
も
配
布
）
▽
申

込
方
法
＝
申
込
書
を
郵
送
で
、

７
月　

日
〜
８
月
２
日
ま
で
に

２１

杉
並
郵
便
局
に
届
い
た
も
の
に

限
り
受
け
付
け
ま
す 

住
宅
課

●
図
書
館
の
本
を
使
っ
て 

挑
戦
！ 

杉
並
区
「
調
べ
る
」
学
習
賞

コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品

　

学
校
図
書
館
や
区
の
図
書
館

の
本
を
使
っ
た
調
べ
る
学
習
に

よ
る
作
品
や
研
究
を
募
集
し
ま

す
。
昨
年
は
、
六
六
七
点
も
の

応
募
が
あ
り
、
小
・
中
学
生
合

わ
せ
て
一
八
名
の
作
品
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

夏
休
み
を
利
用
し
て
、
あ
な

た
も
「
調
べ
る
」
学
習
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
 

作
品
募
集
期
間
＝
９
月
１

日 

〜　

日 
 

７
月
上
旬
か

３０

ら
区
内
小
・
中
・
高
等
学
校
や

図
書
館
に
掲
示
し
て
い
る
ポ
ス

タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い 

中
央

図
書
館
児
童
サ
ー
ビ
ス
担
当
�

３
３
９
１
‐
５
７
５
４

あ
な
た
の
グ
ル
ー
プ
の

企
画
を
実
現
し
て 

み
ま
せ
ん
か

　

男
女
が
家
庭
や
職
場
、
地
域

で
お
互
い
の
個
性
や
能
力
を
尊

重
し
、
発
揮
で
き
る
社
会
を
つ

く
る
夢
の
あ
る
企
画
の
実
現
を

申

（水）

（金）

問

時（水）

（木）
内

問

お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、「
人
間
関
係
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
」
や

「
子
育
て
の
今
を
考
え
る
」
な

ど
様
々
な
講
座
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
経
費
の
一
部
は
区
が

負
担
し
ま
す
。
形
式
は
、講
座
、

講
演
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
自
由
で
す
（
企
画
運
営
委
員

会
の
選
考
あ
り
）。

　
 

・ 

８
月　

日
ま
で
に
男

３１

女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー（
〒　

‐
１６７

０
０
５
１
荻
窪
１
―　

―
３
�

５６

３
３
９
３
‐
４
４
１
０
）
へ

 
●
７
月　

日 
１５

「
杉
並
区
印
鑑
登
録
条

例
」
の
一
部
改
正

　

「
印
鑑
登
録
原
票
」
の
登
録

事
項
か
ら
、「
男
女
の
別
」
を
削

除
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、「
印

鑑
登
録
証
明
書
」
か
ら
性
別
の

記
載
を
削
除
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
照
会
書
方
式
に
よ
る

印
鑑
登
録
申
請
の
際
、
本
人
確

認
を
厳
格
に
行
う
た
め
、
回
答

書
持
参
時
に
本
人
を
確
認
す
る

書
類
の
提
示
を
義
務
づ
け
ま

す
。
持
参
す
る
書
類
に
つ
い
て

は
、
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険

証
な
ど「
規
則
で
定
め
る
書
類
」

と
し
て
い
ま
す
。

　
 

区
民
課
住
民
記
録
係

　

年
度
税
制
改
正 

１６（
住
民
税
関
係
）

○１
 

生
計
同
一
の
妻
の
均
等
割
の

非
課
税
措
置
の
廃
止

　

現
在
、
夫
婦
共
働
き
世
帯
の

妻
は
均
等
割
が
非
課
税
で
す

が
、　

年
度
分
か
ら
課
税
さ
れ

１８

ま
す
（　

年
度
分
は
二
分
の
一

１７

申

問

問

課
税
）。

　

な
お
、
パ
ー
ト
な
ど
の
給
与

収
入
が
一
〇
〇
万
円
ま
で
の
方

は
、
非
課
税
で
す
。

○２
 

老
年
者
控
除
の
廃
止

　
　

歳
以
上
で
前
年
の
合
計
所

６５
得
が
一
〇
〇
〇
万
円
以
下
の
方

が
受
け
ら
れ
る
老
年
者
控
除

（
四
八
万
円
）
が
、　

年
度
分

１８

か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、　

歳
以
上
の
方
の
公

６５

的
年
金
等
控
除
の
見
直
し
も
併

せ
て
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
住
民

税
に
つ
い
て
は　

年
度
分
か
ら

１８

適
用
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
住
民
税
に
は　

歳
以

６５

上
の
方
に
対
す
る
非
課
税
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
収
入
が
公

的
年
金
の
み
の
場
合
、
改
正
後

も
二
四
五
万
円
ま
で
非
課
税
で

す
。

○３
 

そ
の
他
の
改
正

　

居
住
用
財
産
の
譲
渡
損
失
の

繰
越
控
除
制
度
、土
地
税
制
、証

券
税
制
も
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
 

課
税
課

外
国
人
の
た
め
の 

生
活
便
利
マ
ッ
プ

　

外
国
人
の
た
め
の
杉
並
区
の

地
図
を
作
成
し
ま
し
た
。
表
面

は
四
色
カ
ラ
ー
で
、
英
語
と
日

本
語
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
絵
文
字
な

ど
を
使
い
、
わ
か
り
や
す
い
表

記
に
な
っ
て
い
ま
す
。
裏
面
に

は
主
要
施
設
一
覧
を
四
カ
国
語

（
日
本
語
・
英
語
・
中
国
語
・

韓
国
語
）で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
図
は
、
文
化
・
交
流

課（
区
役
所
中
棟
二
階
）、文
化
・

交
流
協
会
交
流
係
（
阿
佐
谷
南

１
―　

―
２
み
な
み
阿
佐
ケ
谷

１４

ビ
ル
五
階
）、区
民
事
務
所
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

　
 

文
化
・
交
流
協
会
交
流
係

�
５
３
７
８
‐
８
８
３
３

問問

建
物
の
耐
震
診
断
や 

耐
震
改
修
に
つ
い
て
の

無
料
相
談
会

　

専
門
家
に
よ
る
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
 

８
月　

日 

午
後
１
時
〜

１２

４
時 

区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

図
面
な

ど
が
あ
る
場
合
は
お
持
ち
く
だ

さ
い

◇
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

最
近
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
や
耐
震
改
修
を
強
く
勧
め
る

業
者
が
い
ま
す
。
区
か
ら
依
頼

さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
勧
誘

し
て
い
る
例
も
あ
る
よ
う
で
す

が
、
こ
う
し
た
業
者
は
区
と
は

一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

　

不
審
に
思
っ
た
ら
、
早
め
に

区
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

☆

　
 

建
築
課
建
築
監
理
係

●
視
覚
障
害
者
会
館 

臨
時
休
館

　

視
覚
障
害
者
会
館
（
杉
並
ア

イ
プ
ラ
ザ
）
は
、
施
術
室
内
装

工
事
の
た
め
、
８
月　

日 

〜

１６

　

日 

に
臨
時
休
館
し
ま
す
。

２１
　
 

視
覚
障
害
者
会
館
�
３
３

３
３
‐
３
４
４
４

●
�福
 

杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会 

交
通
遺
児
援
護
金
の
支
給

　

交
通
事
故
に
よ
っ
て
父
母
な

ど
を
失
っ
た
児
童
に
援
護
金
を

支
給
し
ま
す
。該
当
す
る
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
 

父
母
、
も
し
く
は
い
ず
れ

か
一
方
、
ま
た
は
後
見
人
を
交

通
事
故
で
失
っ
た
区
内
在
住
の

　

歳
未
満
の
児
童 

援
護
金
月

１８額
＝
就
学
前
の
児
童
＝
四
〇
〇

〇
円
、小
学
生
＝
六
〇
〇
〇
円
、

時

（木）

場

申

他

問

（月）

（土）
問対

内

中
学
生
＝
八
〇
〇
〇
円
、
高
校

生（
準
ず
る
方
を
含
む
）＝
一
万

円
、心
身
障
害
の
あ
る
方（　

歳
１８

未
満
）
＝
一
万
円
▽
祝
金
＝
高

等
学
校（
準
ず
る
学
校
を
含
む
）

に
進
学
し
た
方
＝
三
万
円 

・

 
 

杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会

�
５
３
４
７
‐
１
０
１
７
へ

●
子
ど
も
・
子
育
て
将
来
構

想
懇
談
会 

意
見
交
換
会

　

子
ど
も
が
育
ち
、
子
育
て
し

や
す
い
新
し
い
杉
並
を
、
す
べ

て
の
子
ど
も
と
大
人
で
つ
く
る

こ
と
を
目
指
し
、「
杉
並
区
子
ど

も
・
子
育
て
将
来
構
想
」
を
学

識
経
験
者
・
区
民
な
ど
に
よ
る

懇
談
会
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
構
想
は
、
今
後
策
定
す

る
行
動
計
画
の
基
本
と
な
り
ま

す
。
行
政
だ
け
で
な
く
、区
民
、

企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
区
に
か
か

わ
る
す
べ
て
の
人
々
の
取
り
組

む
指
針
と
な
り
ま
す
の
で
、
懇

談
会
で
は
、
広
く
意
見
を
い
た

だ
く
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
 

・ 

８
月
５
日 

午
後
６

時
〜
８
時
＝
阿
佐
谷
地
域
区
民

セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　
４７

―　

）
▽　

日 

午
後
２
時　

１７

２５

３０

分
〜
４
時　

分
、
６
時
〜
８
時

３０

＝
あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・
第
一

〜
三
教
室（
荻
窪
５
―　

―　

）

１５

１３

／
三
回
と
も
同
じ
内
容 

報
告

＝
○１
 

今
、
な
ぜ
将
来
構
想
を
つ

く
る
の
か
○２
 

懇
談
会
の
検
討
内

容
（
懇
談
会
会
長
・
日
本
社
会

事
業
大
学
教
授
・
�
橋
重
宏
）、

意
見
交
換 

５
日
＝
八
五
名
、

　

日
＝
各
六
五
名  

当
日
、
直

２５接
会
場
へ
（
先
着
順
） 

児
童

課
計
画
担
当 
　

日
は
託
児
が

２５

あ
り
ま
す
。
希
望
者
は
８
月　
１３

日
ま
で
に
児
童
課
へ

申

問
（福）時

場

（木）

（水）

内

定

申

問

他

保
険
料
納
入
通
知
書

◇
普
通
徴
収
（
個
人
で
支
払

う
方
）

　

お
送
り
す
る
納
入
通
知
書

（
８
月
〜
３
月
ま
で
の
八
カ

月
分
）
は
、
確
定
し
た　

年
１６

度
区
民
税
を
基
に
新
た
に
保

険
料
額
を
決
定
し
、
４
月
に

通
知
し
た
保
険
料
（
４
月
〜

７
月
ま
で
の
四
カ
月
分
）
を

差
し
引
い
て
調
整
し
た
も
の

で
す
。

◇
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
天

引
き
さ
れ
る
方
）

　

４
・
６
・
８
月
は
、
２
月

と
同
額
を
仮
の
特
別
徴
収
額

と
し
て
天
引
き
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
確
定
し
た　

年
度
区

１６

民
税
を
基
に
新
た
に
保
険
料

額
を
決
定
し
、
８
月
ま
で
の

仮
の
特
別
徴
収
額
を
差
し
引

い
て
調
整
し
、　

月
以
降
の

１０

天
引
き
額
と
し
た
も
の
で

す
。

　

月
よ
り
新
た
に
年
金

１０か
ら
天
引
き
と
な
る
方

　

今
ま
で
保
険
料
を
納
付
書

ま
た
は
口
座
振
替
で
支
払
っ

て
い
る
方
で
、　

年
４
月
１

１６

日
現
在
、
老
齢
退
職
年
金
給

付
が
月
額
一
万
五
〇
〇
〇
円

（
年
額
一
八
万
円
）
以
上
あ

る
方
は
、　

月
よ
り
年
金
か

１０

ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
さ

れ
ま
す
。

　

な
お
、
８
・
９
月
分
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
納
付
書
ま

た
は
口
座
振
替
で
お
支
払
い

い
た
だ
き
ま
す
。

納
入
通
知
書
別
の
納
め
方

�
「
平
成　

年
度
介
護
保
険

１６

料
納
入
通
知
書
」
だ
け
が
届

い
た
方
は
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
ま
す
の
で
、
個
人

で
お
支
払
い
い
た
だ
く
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

�
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て

い
る
方　
　

�
口
座
振
替
を
さ
れ
て
い
る

方�
「
杉
並
区
介
護
保
険
料
納

付
書
兼
領
収
証
書
」
が
届
い

た
方
は
、
個
人
で
お
支
払
い

い
た
だ
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
口
座
振
替
申
込
書
を

同
封
し
ま
す
（
手
続
き
に
二

カ
月
程
か
か
り
ま
す
）。

滞
納
し
た
時
の
給
付
制
限

　

介
護
保
険
料
の
未
払
い

は
、
あ
り
ま
せ
ん
か
。
未
払

い
が
あ
る
と
、
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
利
用
時
に
、
サ
ー
ビ

ス
費
用
を
い
っ
た
ん
全
額
支

払
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
通

常
一
割
の
利
用
者
負
担
が
三

割
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

☆

　
 

介
護
保
険
課
資
格
保
険

料
係 問

年
度
介
護
保
険
料
の

　

年
度
介
護
保
険
料
の

１６１６
納
入
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

　

納
入
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

年
度
介
護
保
険
料
の

　

年
度
介
護
保
険
料
の

１６１６
納
入
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

　

納
入
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１６（２００４）年�月��日（水曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

★
新
築
・
改
築
す
る
住
宅
等
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
の
義

務
化

　

改
正
さ
れ
た
「
東
京
都
火
災

予
防
条
例
」
が
、　

年　

月
１

１６

１０

日
に
施
行
さ
れ
、
戸
建
住
宅
、

長
屋
、共
同
住
宅
な
ど
の
居
室
・

台
所
・
階
段
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

◇
住
宅
な
ど
を
建
て
る
方
へ

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
条
例

の
基
準
に
従
っ
て
設
置
し
、　
１５

日
以
内
に
消
防
署
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

◇
住
宅
な
ど
を
購
入
す
る
方
へ

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
設
置

さ
れ
、
届
け
出
が
さ
れ
て
い
る

か
、
住
宅
な
ど
を
販
売
す
る
業

者
な
ど
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

に
は
、
消
防
設
備
士
の
資
格
は

不
要
で
す
。

▼
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
法
令

的
な
点
検
の
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
維
持
管
理
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、
建
築
ま
た
は

購
入
さ
れ
る
住
宅
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
消
防
署
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
 

杉
並
消
防
署
予
防
課
予
防

係
�
３
３
９
３
‐
０
１
１
９
、

荻
窪
消
防
署
予
防
課
予
防
係
�

３
３
９
５
‐
０
１
１
９

★
東
京
都
市
計
画
道
路
放
射
第

５
号
線
建
設
事
業
の
事
業
及
び

測
量
の
説
明
会

　

東
京
都
市
計
画
道
路
放
射
第

５
号
線
建
設
事
業
（
久
我
山
２

〜
３
丁
目
）
に
つ
い
て
は
、　
１６

年
４
月
に
環
境
影
響
評
価
書
が

問

�

�

�

�

�������������������������������������������

�������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

こ
の
四
月
か
ら
、「
お
当
番
」で
あ
る
。

　

な
っ
て
み
て
あ
ら
た
め
て
知
っ
た
こ

と
だ
が
、
杉
並
区
の
住
民
は
住
ん
で
い

る
場
所
で
い
く
つ
か
の
班
に
わ
か
れ
て

い
て
、
そ
の
班
が
ま
た
い
く
つ
か
の
グ

ル
ー
プ
に
わ
か
れ
て
い
る
。「
お
当
番
」

と
い
う
の
は
、
班
長
さ
ん
か
ら
グ
ル
ー

プ
に
回
覧
す
る
も
の
を
渡
さ
れ
て
回
し

た
り
、
町
内
会
費
を
集
め
た
り
す
る
係

で
あ
る
。

　

今
年
の
は
じ
め
に
、
来
年
度
は
「
お

当
番
」
で
す
よ
、
と
お
隣
さ
ん
に
言
わ

れ
て
か
ら
、
面
倒
く
さ
い
な
あ
と
思
っ

て
い
た
の
だ
が
、
と
う
と
う
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
し
て
回
覧
板
を
回
す
く
ら

い
な
ら
と
も
か
く
、
い
よ
い
よ
そ
の
町

内
会
費
を
集
め
る
段
と
相
な
っ
た
。

　

さ
て
、
そ
れ
で
先
日
、
町
内
会
の
集

金
に
ご
近
所
を
ま
わ
っ
た
と
き
の
こ
と

で
あ
る
。

「
町
内
会
費
の
集
金
で
ー
す
」

　

玄
関
ベ
ル
を
鳴
ら
す
と
、
出
て
来
て

く
だ
さ
っ
た
奥
さ
ん
が
、

「
あ
ら
、
今
年
は
お
た
く
で
す
か
。
ご

苦
労
さ
ま
で
す
」

　

ね
ぎ
ら
わ
れ
る
と
、
な
ん
だ
か 
嬉 
し

う
れ

い
。

「
は
い
は
い
、用
意
し
て
お
き
ま
し
た
」

　

と
、
す
ぐ
に
お
金
を
持
っ
て
出
て
き

て
く
だ
さ
っ
た
方
も
あ
っ
た
。事
前
に
、

町
内
会
費
を
集
め
ま
す
と
い
う
紙
を
班

長
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
て
回
覧
し
て
あ

っ
た
の
だ
が
、
ち
ゃ
ん
と
ご
準
備
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
た
と
は
。

　

ま
た
、

「
留
守
が
多
い
も
の
で
す
か
ら
」

　

と
、
わ
ざ
わ
ざ
お
金
を
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
っ
た
方
も
。

　

ご
近
所
の
み
な
さ
ん
が
ほ
ん
と
う
に

協
力
的
で
助
か
っ
た
。
お
つ
り
の
小
銭

も
少
し
用
意
し
て
い
っ
た
の
だ
が
、
み

な
さ
ん
、
ち
ょ
う
ど
で
支
払
っ
て
く
だ

さ
っ
た
。
私
は
今
ま
で
、
ど
う
し
て
い

た
っ
け
？

　

初
め
は
面
倒
だ
と
思
っ
て
い
た
け
れ

ど
、そ
の
う
ち
楽
し
く
も
な
っ
て
き
た
。

「
大
変
で
す
ね
え
」

　

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
も

あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
は
笑
顔
で
、

「
い
え
い
え
」

　

回
覧
板
を
ま
わ
す
、お
金
を
集
め
る
、

「
ち
ょ
っ
と
」の
こ
と
な
の
だ
け
れ
ど
、

不
思
議
な
こ
と
に
、「
ち
ょ
っ
と
」
の
こ

と
だ
か
ら
こ
そ
面
倒
く
さ
い
、
そ
う
思

う
気
持
ち
っ
て
あ
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
「
ち
ょ
っ
と
」
は
、

ま
わ
り
の
人
々
の
「
ち
ょ
っ
と
」
し
た

協
力
に
よ
っ
て
、
ほ
ん
と
う
に
「
ち
ょ

っ
と
」
の
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
、「
ち

ょ
っ
と
」
ど
こ
ろ
か
、
す
ご
く
嬉
し
い
。

　

人
の
思
い
や
り
に
ふ
れ
ら
れ
た
か
ら

だ
ろ
う
。
ま
た
、
み
な
さ
ん
、
こ
の

「
お
当
番
」経
験
者
。
面
倒
く
さ
さ
も
、

ま
た
そ
れ
が
ち
ょ
っ
と
し
た
協
力
で
か

わ
る
こ
と
も
ご
存
じ
な
の
だ
ろ
う
。
思

い
や
り
と
は
、
想
像
力
な
の
だ
。

　

今
年
は
、「
お
当
番
」を
が
ん
ば
ろ
う
。

そ
し
て
、
来
年
か
ら
は
「
お
当
番
」
に

協
力
し
よ
う
。

●　●　●　宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド宿泊施設ガイド　●　●　●
民営化施設（民間事業者が経営しています。予約、問い合わせは各申込先へ）　

弓ケ浜クラブ富士学園
ホテル・
コニファーいわびつ

湯　の　里
「杉菜（すぎな）」

新施設名称

（杉並区立弓ケ浜学園）（杉並区立富士学園）（すぎなみ自然村）（湯河原すぎなみ荘）旧施設名称

０１２０‐４１２‐２２４
５８１９‐５５１２

（午前１０時～午後５時、
土・日曜・祝日を除く）

０１２０‐８４４‐８９１
３２６３‐１５９０

（午前１０時～午後６時、
土・日曜・祝日を除く）

０２７９‐６８‐５３３８
（午前９時～午後８時、

年中無休）

０１２０‐４６５‐００２
０４６５‐６２‐４８０５

（午前９時～午後８時、
年中無休）

電話番号
（受付時
間）

申
込
先

５８１９‐５４４０３２６３‐５３９２０２７９‐６８‐５４１７ファクス

区民・一般区民・一般区民・一般一般区民料金区分

７３５０円
６７２０円

７９８０円～８４００円７９８０円大　人平
日

宿
泊
料
金
（
消
費
税
込
み
）

６３００円～５９８５円５５６５円子ども

７３５０円
９０３０円～９４５０円９０３０円大　人休

前
日 ７３５０円～７０３５円６６１５円子ども

８月３１日までは
８２９５円

８月３１日までは
８４００円

８月３０日までは
休前日料金

８月１０日～１５日は
休前日料金

利用人数により、宿泊料金が変わる場合もあります。上記宿泊料金（消費税込み）に対して、
区民（区内在住者）の方には２０００円（６５歳以上または障害者には３０００円）の宿泊補助が適用さ
れます。また、利用日の１週間前からの変更、取消はキャンセル料がかかる場合があります。

宿泊開始日の６カ月前の日申込開始日

（注）１．区からの宿泊補助の適用を受けるためには、運転免許証・杉並区民証・健康保険証・障
害者手帳など区内在住の証明になるもの（コピー可）を現地施設で提示のうえ、書類に記入し
てください（お持ちいただけない時は、宿泊補助は適用されません。また、払い戻しはしませ
ん）。２．富士学園は小学生以上に、弓ケ浜クラブは５歳以上に宿泊料金が適用されます。３．
宿泊の予約は、申込先に直接ご連絡ください。ファクスは予約可否の返信をします。なお、近
畿日本ツーリスト区役所内店では宿泊予約は受け付けません。４．季節により宿泊料金が上記
と異なる日があります。詳細については申込先にお問い合わせください（富士学園・弓ケ浜ク
ラブは、学校優先使用のためご利用いただけない日もあります）。５．各施設のパンフレットは
区役所、区民事務所・分室、駅前事務所、地域区民センター、区民集会所にあります。

直営施設
休館日申　  込　  方　  法料　金施　　　設

９月７日　　
　　～９日
※８月は　  
休館日なし

９月の利用申し込み
　研修使用日以外は、８月１０日から使用
日の前日まで、電話または区役所内窓口
で受け付けます。なお、８月１０日は電話
のみの受け付け（先着順）となります。 
　予約の取れた方には、使用承認書をお
送りします。この承認書は忘れずに現地
施設にご持参ください。利用料金などは
現地施設でお支払いください。

１泊２食
大　人４４００円
子ども２７００円

教職員研修所「秋川荘」
（あきる野市五日市）
�０４２‐５９６‐０６９３
※予約は、下記近畿日本
ツーリスト区役所内店
まで

秋川荘予約・問い合わせ先＝近畿日本ツーリスト区役所内店（〒１６６‐８５７０阿佐谷南１‐１５‐
１）�３３１２‐６４３１（直通）へ（午前８時３０分～午後５時。土曜・日曜、祝日は除く）。

提
出
さ
れ
、
５
月
に
都
市
計
画

変
更
の
手
続
き
が
完
了
し
ま
し

た
。
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催
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。
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で
の
来
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ご
遠
慮
く
だ
さ
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申

問

他

調査にご協力を！総務省統計局

作
家
・
有 
　
 
玉  
青 

た
ま 

お

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
杉
並
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
に
、
ま
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景
な
ど

を
テ
ー
マ
に
執
筆
し
て
い
た
だ
き
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す
（
毎
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日
号
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載
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２１

散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道散歩道
○５１ 

　８月から、右表の施
設にペットボトルの回
収ボックスを設置しま
す。キャップをとり、
中を洗い、つぶして出
してください。
　 ごみ減量担当課リ
サイクル推進係
問

リ　サ　イ　ク　ル　自　転　車

８月のクリーンサイクルの販売日
　８月７日（土）、自転車販売協力店で。申し込み多数
の場合は、抽選。１台９０００円（防犯登録・ＴＳマーク/
消費税込み）。協力店については、下記へお問い合
わせください。
 �杉並区障害者雇用支援事業団

�５３８２‐２０８１FAX５３８２‐２０８３
問

　国民の暮らし向きを家計の面から調査し、実態を明
らかにするための調査です。７月下旬から、選定され
た地域のご家庭に調査員がお伺いします。
【問合せ】区民生活部管理課統計係

全国消費実態調査
１６年9月・10月・11月

休館日施設名

日曜日

清掃事務所（成田東５‐１５‐２０）
清掃事務所方南支所(方南１‐３‐４)
杉並中継所（井草４‐１５‐１８）
清掃事務所下井草分室
　　　　　　 　（下井草３‐７‐５）
清掃事務所高円寺車庫
　　　　　 　（高円寺南２‐３６‐３１）
清掃事務所高井戸車庫
　　　　　 　（高井戸東３‐２６‐１０）

水曜日
木曜日

リサイクルひろば高井戸
　　　　　 　（高井戸東３‐７‐４）

――あんさんぶる荻窪（荻窪５‐１５‐１３）
※施設の休館日、夜間、年末年始は回収しません。

ペットボトルの
回収場所が増えます
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杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１６（２００４）年�月��日（水曜日）

◆８月の各種健康相談◆
和泉保健センター
（和泉４‐５０‐６）
�３３１３‐９３３１

上井草保健センター
（上井草３‐８‐１９）
�３３９４‐１２１２

高円寺保健センター
（高円寺南３‐２４‐１５）

�３３１１‐０１１６

高井戸保健センター
（高井戸東３‐２０‐３）
�３３３４‐４３０４

荻窪保健センター
（荻窪５‐２０‐１）
�３３９１‐００１５

１２・２６日
午前９時～１０時３０分

３・１７日
午前９時～１０時３０分

３・１０日
午前９時～１０時３０分

１２・２６日
午前９時～１０時３０分

１３・２７日
午前９時～１０時３０分

健康相談（検査は有料）
直接会場へ

２３日
午前９時３０分～１０時３０分

２５日
午前９時～１０時

２６日
午前１０時～１０時３０分

６日
午後１時１５分～３時

１９日
午前９時１５分～１０時３０分

子育てに関する相談（計
測）・子育て交流

５・１２日・２５日４・１１・１８・２５日４・１１・２５日
母親学級…母子健康手帳を
持って直接会場へ 午後１時３０分～４時（荻窪保健センターの４日は午後１時１５分～、１１日は午後１時～、２５日は午前９時１５分～、高井戸

保健センターの１１日は午後１時～、上井草保健センターの１２日は午後１時～、２５日は午前９時３０分～）

７日（事前申込制）１９日（事前申込制）１８日（事前申込制）１８日（事前申込制）
パパ・ママ学級

午後１時３０分～４時（荻窪保健センターは午後１時から）
９日午後１時１５分～
　　　　　　　２時３０分
２３日午前９時～１０時３０分

１１日午後１時１５分～
　　　　　　　２時３０分
２５日午前９時～１０時３０分

１０・２４日
午前９時～１０時３０分

９・３０日
午前９時～１０時３０分

１３・２７日
午前９時～１０時３０分

乳幼児歯科相談（無料）
初診に限ります

１４日（土）午後１時～３時３０分　杉並区歯科医師会（阿佐谷南３‐３４‐３）　問い合わせは、�３３９３‐０３９１へ歯の健康相談（無料）

１９日午後１時３０分～５日午後１時３０分～２０日午後１時３０分～１１日午後１時３０分～４日午後１時３０分～痴呆相談（無料）…電話予約

５日
午後１時３０分～

２３日
午後１時３０分～

１３・２０日
午後１時３０分～

５・１９日
午後１時３０分～

１９日午後１時３０分～
２５日午後２時～　　精神保健相談（無料）…電話

予約
和泉保健センターでは、児童・思春期精神保健相談も行います。

（注）１．杉並区に転入し、妊婦・乳幼児健診受診票、予防接種予診票が必要な方は、各保健センターまたは区役所１階保健福祉相談窓口へ。 
２．歯科相談は、各保健センターで行っています（要電話予約）。

※まず、電話で確認！ 保険証を忘れずに

歯科休日急病診療所（荻窪５‐２０‐１杉並保健所内）

�３３９１‐１５９９

�３３９８‐５６６６

休日等夜間急病診療所（荻窪５‐２０‐１杉並保健所内）

東京都保健医療情報センターひまわり   �５２７２‐０３０３　　
東京消防庁災害救急情報センター  �３２１２‐２３２３

２４時間
受　付（ ）

調 剤 薬 局 �３３９１‐５５３９
日曜・祝日：午前９時～午後５時（受付は４時まで）【歯　科】

平日：午後７時３０分～午後１０時３０分
（受付は午後１０時まで）

土曜日：午後１時～午後１０時 （受付は午後９時３０分まで）
 （耳鼻咽喉科のみ、午後１時～午後５時は輪番の医院にて）
日曜・祝日：午後５時～午後１０時 （受付は午後９時３０分まで）
 （午前９時～午後５時は輪番の医院にて）

【小児科】

【内科・小児科・外科・耳鼻咽喉科】

急病診療のご案内

人口と世帯
住
民
登
録

人口／５１万４３３６人（１４４減）
　男　／２４万８７６１人（９３減）
　女　／２６万５５７５人（５１減）
世帯／２７万７７７６　（１２４減）

外
国
人
登
録

人口／１万１６６２人（１０減）
　男　／　　５８５１人（２７減）
　女　／　　５８１１人（１７増）
世帯／　　９４９１　（７増）

１６年７月１日現在、（　）は前月比

総人口／５２万５９９８人（１５４減）

　高井戸災害備蓄倉庫では、起震車体
験ができます。消防署では、はしご車
体験乗車、三角きんの使い方や役に立
つひもの結び方などが勉強できます。
　ほかにも、内容もりだくさんです。

　今年のチェックポイントは、はなのオアシ
ス・あんさんぶる荻窪・杉並消防署高井戸出
張所・高井戸災害備蓄倉庫（南公園緑地事
務所）・杉並児童交通公園・杉並消防署で
す。
　まず、チェックポイントに行き、受付を
しましょう。スタンプを押してもらい、カー
ドを受け取ります。そこからカード交換ゲーム
の始まりです。声をかけ合って、１２種類すべて
のカードを集めてください。

　区内の図書館をチェックポイント
にしたスタンプラリーです。

　スタンプラリー、交換カードの数
に応じて、「シルク」と交換します。
その「シルク」ですぎまるグッズが
手に入れられます。
　開店場所は区役所西棟ロビー、時
間は午前１０時～午後４時です。

※「探検手帳」などの発送をしまし
た。申し込みをしたのに届いてい
ない方は、お問い合わせいただく
か、８月１日に直接チェックポイ
ントにお越しください。

※催しの内容は天候などの事情で変
更になることがあります。また、
時間が決まっている催しもありま
す。詳しくは「探検手帳」をお読
みください。

これが知る区ロードだ！

まわれ！まわれ！
すぎまるワールドすぎまるワールド

７月７月２５２５日日（（日日））～８月～８月１５１５日日（（日日））

すぎまるショップすぎまるショップ
８月８月２４２４日日（（火火））・・２７２７日日（（金金））

今年のテーマは今年のテーマは「「すぎまる救出大作戦」すぎまる救出大作戦」

だれでも自由に参加できます。当日受付も行っていま
すので、ぜひご参加ください。

――問い合わせは、まちづくり推進課へ。
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賞
を
差
し
上
げ
ま

す
○２
 

入
賞
作
品
は
返
却
し
ま
せ

ん
○３
 

作
品
の
著
作
権
は
区
に
属

し
、
平
和
啓
発
事
業
に
利
用
す

る
と
と
も
に
、
氏
名
の
表
示
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

申

他

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて
考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考
ええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ
てててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

平
和
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か▲工作船に装備されていた

携行型地対空ミサイルなど

【カットデザイン】佐竹未希

8月1日(日) 午前10時～午後4時

みんな
来てね！

　
 

８
月
８
日 

午
後
２
時

（
１
時　

分
開
場
） 

セ
シ
オ

３０

ン
杉
並
（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

 

五
六
八
名 

無
料 

当
日
、

直
接
会
場
へ
（
先
着
順
）

時

（日）
場

定

費

申

▲地下鉄にまかれたサリン
（撮影・西村　暢彦）


